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こ
の
た
び

「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
は
、
お
除
様
を
も
ち

ま
し
て
、
創
刊
五
ト
サ
を
迎
え
、
記
念
号
と
し
て
、

「か
な
が
わ
文
学
散
歩
物
語
」
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。

北
11
さ
ま
方
の
長
年
に
わ
た
る
混
か
い
ご
支
援
と
、
ご

協
力
に
、
原
く
御
礼
を
申
し
卜
げ
ま
す
。

「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
は
、
平
成
元
年
に
横
浜
銀
行
が
、

郷
土
か
な
が
わ
の
文
化
と
蓉
ら
し
に
関
す
る
枯
報
を

広
く
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
ご
紹
介
す
る
冊
＋
と
し
て

創
刊
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
七
年
に
当
財

団
の
機
関
紙
「
カ
ル
チ
ャ
ー
ト
ー
ク
」
と
統
合
し
、

新
た
に
機
関
誌
と
し
て
出
発
し
て
今
H
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
間
、
「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
は
、
小
さ
い
な
が

ら
地
元
の
文
化
情
報
発
伝
の

一
端
を
担
い
、
広
く
皆

さ
ま
力
の
ご
愛
読
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
記
念
号
で
は
、
県
内
随
所
に
あ
り
ま
す
文
学
作そく

品
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
、
そ
の
地
に
残
る
名
作
の
足

跡
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
郷
土
の

文
学
と
散
歩
を
愛
好
さ
れ
る
皆
さ
ま
方
に
、
お
役
立

-)
う
じ
ん

て
い
た
だ
き
ま
す
れ
ば
、
誠
に
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
郷
土
か
な
が
わ
の
文
化
と
産
業
の

牛
き
生
き
と
し
た
姿
を
、「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
誌
上
で

ご
紹
介
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き

ま
し
て
の
ご
支
援
と
ご
愛
読
を
、
ひ
と
え
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
沌
業
文
化
振
興
財
団
理
事
長

平＇
澤
℃
貝
皿
叩

創
刊
五
十
号
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

上
／
開
高
健
の
書
斎
と
原
稿

（茅
ヶ
崎
市
開
高
健
記
念
館
）
。
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表紙／大佛次郎記念館内に復元された大佛次郎の書斎。

裏表紙／高木敏子 「ガラスのうさぎ」像（二宮駅南□)。
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右／山手資料館。明治42年に廷てられた

横浜最古の西洋館。当時の横浜の暮らし

を伝える生活用具が展示されています。

下／異国情緒ただよう街角。

← □

横
浜

I 
三代歌川広璽画「横浜各国商館真図」大判竪絵

3枚 （部分）明治5年 横浜開港資料館蔵。

む

て

き

え

い
こ
う

「
霧
笛
」
と

「午
後
の
曳
航
」

モ
ダ
ン
都
市
ヨ
コ
ハ
マ
は
、

吉
川
英
治
な
ど
を
育
て
た
、

大
佛
次
郎
、
長
谷
川
伸
、

文
学
の
港
町
で
す
。

横
浜
を
代
表
す
る
作
家
と
い
え
ば
、
ま
ず
元

m次

郎
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
大
佛
の
代
表
作
「
霧
笛
」

き
ょ
り
ゅ
う
ち

は
、
明
治
初
年
の
外
国
人
届
留
地
が
舞
台
。

イ
ギ
リ
ス
人
商
人
の
使
用
人
で
あ
る
日
本
人
青
年

と、

こ
の
晦
人
に
囲
わ
れ
て
い
る

n本
人
女
性
が
織

り
な
す
悲
恋
物
語
で
、
％
時
の
横
浜
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
で
妖
し
げ
な
雰
囲
気
が
濃
原
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

開
港
期
の
横
浜
を
知
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
作
品
で

す
。現
在
、
大
佛
次
郎
記
念
館
の
あ
る
111手
の
．
角
は
、

横
浜
の
な
か
で
も
最
も
文
学
的
な
エ
リ
ア
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
港
の
見
え
る
斤
公
園
は
、
か
つ
て
は
イ

へ
い

’-4.

ギ
リ
ス
兵
舎
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
そ
の
先
端
に
立
て

ば
、
横
浜
港
が
一
望
で
き
ま
す
。

〈「
あ
な
た
の
船
が
こ
こ
か
ら
見
え
た
ら
い
い
の
に
」

フ
ェ
リ
ー

「あ
ん
な
町
外
れ
の
埠
頭
じ
ゃ
ね
」

彼
は
女
の
体
を
う
し
ろ
か
ら
抱
い
て
港
を
眺
め
た
。〉

こ
れ
は
、
三
島
由
紀
夫
の
「
午
後
の
曳
航
」
の
一

節
。
‘
下
人
公
の
少
年
の
美
し
い
母
親
と
航
海
士
の
恋

人
と
の
ラ
プ

・
シ
ー
ン
で
す
。
作
者
は
足
し
げ
く
横

浜
に
通
い
、
創
作
ノ
ー
ト
を
つ
く
り
、
横
浜
な
ら
で

は
の
風
物
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
ま
し
た
。

港
の
見
え
る
丘
公
園
か
ら
見
て
も
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

タ
ワ
ー
の古
InJ

い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
タ
ワ
ー

の
立
つ
一

帝
が
M
M
2
1地
区
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
横

せ
ん
さ
｀
•

浜
船
渠
会
社
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ド
ッ
ク
で
働

ま
・ふた

い
て
い
た
の
が

「瞼
の
丹
」

を
者
い
た
長
谷
川
伸
と

「宮
本
武
蔵
」
の
吉
川
英
治
。
一
．
人
と
も
横
浜
生
ま

れ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
横
浜
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
執
筆

さ
ん
ら
ゃ
く
き
り

し
て
い
ま
す
。
長
谷
川
は
、

「舶
米
巾
沿
切
」
で
開

港
期
の
横
浜
を
描
き
、
吉
川
は、

「か
ん
か
ん
虫
は

唄
う
」
「
雉
子
郎
物
語」

に
お
い
て
、
ド
ッ
ク
で
の

辛
い
体
験
を
告
白
し
て
い
ま
す
。

丘
公
園
か
ら
外
国
人
墓
地
へ
阿
る
と
、
墓
地
内
の

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
な
か
に
、
ち
ょ

っ
と
場

あ
っ
'
-

違
い
な
感
じ
で
中
島
敦
の
文
学
碑
が
あ
り
ま
す
。

し
ん

長
谷
川
仲
か
ら
村

t
龍
ま
で

5 llti兵 横浜 4
 



元
町
の
洋
品
店

「ポ
ピ
ー
」
。
三
島
由
紀
夫
の

「午
後
の
曳
航
」
で
、
主
人
公
の
母
親
の
経
営
す
る
志
級
洋
品
店
の
モ
テ
ル
に
。
d
 

賢
~

一
f
.

『

L

おい“

「海
は
霰
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

巨
き
な
汽
船
逹

の
影
だ
け
は
直
ぐ
に
判
る
。
時
々
ボ
ー
ボ
ー
と
汽
笛

が
響
い
て
来
る
。

か
づ

代
官
坂
の
卜
か
ら
、
黒
衣
を
被
い
た
天
‘t教
の
尼

さ
ん
が
、
ゆ
っ
く
り
卜
が
っ
て
来
る
。」

巾
島
が
「
か
め
れ
お
ん
H
記
」
の
中
に
「
ス
イ
ド

モ
ア
氏
の
碑
の
手
前
に
腰
を
下
ろ
す
」
と
記
し
た
こ

と
か
ら
、
シ
（
ス
イ
）
ド
モ
ア
女
史
の
墓
の
隣
に
文

学
碑
が
設
箇
さ
れ
ま
し
た
。

横
浜
の
文
学
と
い
う
と
、
池
、
あ
る
い
は
そ
の
周

辺
を
舞
台
に
し
た
作
品
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、

内
陸
部
へ
の
人
口
増
加
が
進
む
と
、
従
来
と
は
違
っ

た
人
間
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

「
雑
木
林
や
畑
は
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
ゆ
く
c

ヨ

シ
ヒ
コ
が
歩
く
の
は
東
京
や
他
の
街
と
変
わ
ら
な
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
だ
。
乾
き
き

っ
た
赤
い
土
に
ゆ
っ
く
り
と
雨
が
流
れ
染
み
て
い
く

時
の
匂
い
を
ヨ
シ
ヒ
コ
は
知
ら
な
い
ま
ま
育
つ
だ
ろ

う。
」
（村
上
龍

「テ
ニ
ス
ボ
ー
イ
の
憂
鬱
」）

こ
の
文
章
は
そ
ん
な
新
し
い
人
間
ド
ラ
マ
の
可
能

性
を
暗
示
し
て
い
ま
す
。

上
／
三
菱
重
工
・
横
浜
造
船
所
の
ド
ッ
ク
跡
。
左
／
日
本
丸

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
内
に
廷
つ
長
谷
川
伸
の
文
学
碑
。

叫
ri

7 横浜
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コラム⑥名作の舞台裏

大
佛
次
郎
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
3

]
8口
互
主
を
仕
事
部
崖
に
し
た
の
は
昭
和
六
年

頃
か
ら
で
、
そ
の
部
院
は
「
天
狗
の
部
屋
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
生
ま
れ

た
の
が

「霧
笛
」
で
す
。

横
浜
で
生
ま
れ
、
東
大
卒
業
後
、
外
務
省
に
は
や
ふ
ベ
―

勤
め
て
い
た
大
佛
は
、
二
十
六
歳
の
時
に

「隼

の
源
次
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
翌
年

「鞍
馬
天
狗
」

シ
リ
ー
ズ
の
第
i

作
「
鬼
面
の
老
女
」
を
発
表

し
て
1

躍
ス
タ
ー
作
家
の
仲
間
人
り
を
果
た
し

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
年
、
外
務
省
を
辞
め
て
、

小
説
に
専
念
。
し
か
し
、
「
鞍
馬
天
狗
」
の
イ

メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
に
も
強
く
、
そ
れ
が
大
佛
を

苦
し
め
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
髯
物
小
説
か

大
佛
次
郎
と
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

ら
の
脱
皮
を
考
え
て
、
生
ま
れ
故
郷
の
横
浜
を

徘
徊
す
る
日
々
が
続
き
ま
す
。
山
手
か
ら
元
町
、

中
華
街
な
ど
、

「
霧
笛
」
の
舞
台
で
あ
る
開
港

し
の

期
の
横
浜
を
偲
ん
で
の
散
策
。
そ
れ
に
は
足
場

の
い
い
ホ
テ
ル
に
仕
事
場
を
設
け
る
の
が
最
適

で
す
。
こ
‘
広
弓
え
て
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
投
宿

し
、
そ
れ
が
卜
年
間
に
も
及
び
ま
す
。

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
た

の
は
昭
和
二
年
で
す
＂^
そ
れ
も
外
国
人
専
用
の

ホ
テ
ル
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
ホ
テ

ル
と
い
え
ば
、
海
外
か
ら
来
日
す
る
外
国
人
が

伯
泊
す
る
施
設
で
あ
り
、
日
本
人
の
利
用
な
ど

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時

代
に
い
ち
早
く
ホ
テ
ル
住
ま
い
を
始
め
て
、

H

本
の
中
の
異
国
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
作

品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

ホ
テ
ル
の
部
屋
で

一
人
霧
笛
の
音
を
聞
き
、

仕
事
に
疲
れ
た
ら
、
一
階
の
バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ

ー
に
座
っ
て
静
か
に
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
飲
む
。
そ

れ
も
水
割
り
で
飲
む
の
が
大
佛
流
。
「霧
笛
」

の
中
に
も
、
居
留
地
の
酒
場
で
主
人
公
が
プ
ラ

ン
デ
ー
を
飲
む
シ
ー
ン
を
さ
り
げ
な
く
葬
入
し

て
い
ま
す
。

客室として使用の際は大佛

次郎の写真を外しています。

9- 杭浜 コラム
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●
◆
人
佛
次
郎

「窃
笛
」

~
大
佛
次
郎
(-
八
九
七ー
一
九
七
二
）
は
横

i

-

H
な
ぷ
さ

ー
浜
・
英
町
に
生
ま
れ
、
八
歳
ま
で
居
住
。
i

i
一
般
的
に
は
「鞍
馬
天
狗
」
が
付
名
で
す

~

~
が
、
「
窃
笛
」「幻
燈
」
「化
火
の
街
」「器
微

i

~

の
騎
士
」
な
ど
恭
末
・

開
迷
期
の
横
浜
を

i

{
描
い
た
作
品
を
数
多
く
発
表
。
と
く
に

{

「
霧
笛
」
は
、
滴

}

館
の
使
用
人
と

~

英
国
人
の
愛
人

~

と
の
悲
恋
物
語

{

で
、
開
国
当
時

~

の
横
浜
居
留
地
i

の
風
俗
が
ふ
ん

~
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
居
留
地

は
「
H
本
の
領
＋
内
に
珍
し
い
沢
国
の
花

を
さ
か
せ
た
花
園
」
と
、
作
者
自
身
が
油

っ
て
い
ま
す
。

◆
中
島
牧

「か
め
れ
お
ん

H
品
」

中
敦
(
-
九
0
九
ー
四
二
）
が
横
浜
絲
等
i

女
学
校
（
現
・

i

横
浜
学
園
）
の

~

教
師
時
代
に
、

一

生
徒
か
ら
も
ら

~

ン
を
素
材
に
執
i

IIったカ
メ
レ
オ

筆
し
た
作
品
で
、
｝
上
人
公
が
外
国
人
磁
地

~

に
立
ち
窃
り
、
牛
の
は
か
な
さ
を
感
じ
る
i

場
面
が
印
象
的
。
横
派
学
園
元
町
幼
稚
園
i

0
に
立
つ
文
学
碑
に
は
代
表
作

「山
月
記
」
i

木
牧
埠
頭

の
節
が

。

外
国
人
墓
地
に
も
文
学
碑
が
。~

た
＂

ぉ

t
"
と

ふ

さ

ふ

ど

う

◆
有
島
武
郎

「
一
房
の
冊
萄
」

―

打
烏
武
郎
（
；
八
七
八
I
-JLニ
こ
の
作

一

n
u
u中
撮
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
こ

~

の
窟
話
。

1
1
1手の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー

~

ル
に
通
っ
て
い
た
頃
の
息
い
出
を
も
と
に
i

執
箪
。

処
女
作

「か
ん
か
ん
虫
」
や
代
表

~

作

「或
る
女
」
も
横
浜
が
舞
台
。

i

◆
中
里
恒
f
「ま
り
あ
ん
ぬ
物
語]

~

中

里

限

（

五

0
九
ー
八
し
）
は
七
歳
の

[

時
に

一
家
で
横
浜
に
転
屈
。
そ
の
後
、
横

[

ふ
た
ば

浜
紅
面
女
学
校
（
現
・
横
浜
雙
梨
学
園）~

に
入
学
。

「
ま
り
あ
ん
ぬ
物
話（後
に
「
哀

~

地
の
存
」
と
改
題
）
」
は
、
外
国
人
古
盆
地
◎
i

”ぃ

に
埋
葬
さ
れ
た
姪
ミ
ド
リ
を
モ
デ
ル
に
↑
亘
i

か
れ
た
も
の
で
、

横
浜
の
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
劣
棚

気
が
楽
し
め
る

作
品
で
す
。

◆
大
正
泊
映
の
碑

大．
止
活
映
は
大
正
八
年
に
創
立
さ
れ
た
映

画
会
社
。

一
時
期
、
谷
崎
潤
一

郎
も
脚
本
・

を
快
笙
。
そ
の
跡
地
に
記
＾
謡
叶
◎
が。

◆
山
手
ゲ
ー
テ
ー
匝
跡

開
港
当
時
、
日
本
で
最
初
に
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
劇
を
上
演
し
た
劇
場
で
、
芥
川
蔀
之

介
も
数
阿
訪
れ
、
大
IE元
年
に
は
本
邦
初

公
開
の
「
サ
ロ
メ
」
を
観
削
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
岩
崎
栂
物
館
〇
に。

・
西
磁

m-E'

神
奈
川
近
代
文
学
館

神
奈
川
ゆ
か
り
の
作
家
と
作
品
を
通
し
て

近
代
文
学
の
流
れ
が
分
か
り
や
す
く
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
固
書
、
雑
誌
な
ど
を
収

蔵
す
る
閲
覧
室
も
充
実
。
文
学
講
座
、
講

演
会
な
ど
も
開
催◎
。

(
6
3
ペ
—

ジ
参
照
）

大
佛
次
郎
記
念
館

横
浜
で
生
ま
れ
、
横
浜
を
愛
し
た
文
豪
・

大
佛
次
郎
の
記
念
館
0
。
初
期
の
代
表
作

「
鞍
馬
天
狗
」
か
ら
文
筆
活
動
の
集
大
成

と
い
わ
れ
る
テ
合
素
の
世
紀
」
ま
で
の
歩

み
を
、
氏
の
遺
稿
、
遺
品
、
蔵
書
な
ど
で

紹
介
。
晩
年
の
書
斎
が
復
元
・
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
●
毎

月
第

4
月
曜
休

館
／
有
料
／
~
o

4
5
,
6
2
2
,5
 

0
0
2
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山
手
外
国
人
墓
地
に
あ
る

゜

中
里
ミ
ド
リ
の
墓。

1



象
風
尿
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

-

9

9

,

＇港，
＇と

そ

か

廟

．辺

…
，＇：99
9

9

9

9

9
9

9

9
9

,

＇

旧＂火

H
領
ギ
館
建

物
を
利
用
し
、
船

末

・
開
泄
期
の
柚

浜
の
歴
史
的
資
料

十
ガ
点
以
上
を
収

蔵

・
展

e。中
，

庭
に
は
日
米
和
視

資
料
館
里
庭
の
玉
楠
゜

~

た

9
<
t

条
約
ゆ
か
り
の
玉
楠
が
菜
を
茂
ら
せ
、
横

~

浜
の
文
学
散
歩
に
は
欠
か
せ
な
い
ポイ
ン

~

ト
の
つ

。

●
月
昭
休
館
／
有
料
／
C
o

~

4
5ー

2
0
l
l
2
1
0
0

'
 

ぷ

Ie
『つ
く

◆
獅

f
文
六

「父
の
乳
」

脳
f
丈
六
(
-
八
九三
ー

一九
六
九
）
は
横

~

浜
弁
天
通
の
生
ま
れ
。
父
親
は
居
留
地
で
i

外
国
人
向
け
に
紺
織
物
を
販
売
す
る
麻
館

~

i

◆
五
木
窺
之
「海
を
見
て
い
た
ジ
ョ
ニ
ー
」

i

舞
台
は
、
港
に
近
い
飲
食
店
街
の
「
ピ
ア

―

i

ノ
・
パ
ー
（
店
名
）
」
o
j
a人
公
の
少
年
と
姉

一

~

と
の
店
。

こ
こ
に
ふ
ら
り
と
や
っ
て
き
た
~

i

黒
八
兵
ジ
ョ
ニ
ー
と
の
出
会
い
と
別
れ
が
、
i

i

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ジ
ャ
ズ
を
モ
チ
ー
フ
と

．

-
し
て
語
ら
れ
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
の
街
、
横
浜
i

i

の
表
情
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
、
五
木
窪
i

九
一
·
-
.
|）に
よ
る
青
春
文
学
の
傑

~

i

．↓（一

~
作
。
な
お
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た

「ピ
ア
}

]
ノ
・
バ
ー
」
は
、
か
つ
て
中
5

平
街
の

一
角
i

~

に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

海
岸
通
り
に
あ
る
ジ
ャ
ズ
パ
ー
。
i

如
◆
横
浜
開
港

資
料
館

~ 
「
運
河
は
濁
っ
て
い
た
。
い
つ
も
、
濁
っ
て

-

い
る
の
だ
。
」
で
始
ま
る
ハ
ー
ド

ボ
イ
ル
ド

~

小
説
。
長
ら
く
柚
浜
に
砕
ら
し
た
作
家
・

i

牛
島
治
郎

(
-JL.-1
-Tー
ニ

o
o
・一

）の
処

~

女
長
紺
で
、
昭
利
一
．一十
年
代
後
半
の
ミ
ナ

~

ト
の
風
物
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す

。

~

◆

醤

町

と

「岩
亀
楼
」

mm
I
 

0

岩
亀
楼
ゆ
力
）
の
石
灯
籠
。

「
岩
也
楼
」

化
・
亀
遊
が

西
洋
人
の
囲
い
者
に
な
る
こ
と
を
恥
じ
て

~

白
害
す
る
と
い
う
市
件
を
題
材
に
、
打
吉

―

ー

八
四
）
は
、
戯
曲

~

佐
和
f
(
．
九

w
-

「
ふ
る
あ
め
り
か
に
袖
は
ぬ
ら
さ
じ
」
を
執~

筆
。
港
綺
町
は
現
在
の
横
浜
公
園
の
辺
り
。
-

，
く
し
ま

L
ろ
う

◆
生
島
治
郎

「傷
痕
の
街
」

を
経
営
。

そ
の
＂
平
や
か
な
時
代
の
思
い
出

~

が
自
伝
的
小
説
「
父
の
乳
」
に
。

ま
た

~

「
や
っ
さ
も
っ
さ
」
で
は
、
横
浜
を
舞
台
に~

し
て
敗
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
が
風
刺
的
i

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

と

ん

ぶ

っ

L
ん

◆
里
見
弾

「多
情
仏
心
」

里
見
悴

（
＾
八
八
八ー
一
九
八
．一．

）
は
打

~

い
く

9

島
武
郎
・
牛
馬
の
求
弟
。

繊
細
な
心
理
描

~

し

に

1̂
-

写
を
得
意
と
す
る
作
家
。

中
維
街
の
と
舗

~

へ
い

ち
ん
ろ
う

の
料
理
店
「
聘
珍
楼
」
が
代
表
作

「多
惰
i

仏
心
」
の
茄
台
の
．
つ
に
。

一

は
く
ら
い
さ
ん
ち
ゃ
く
さ
．
＂

◆
長
谷
川
仲

「舶
来
巾
者
切
」

長
谷
川
伸
(
-
八
八
四
ー
．
九
六
三
）
は
横
~

浜
L
Iノ
出
町
生
ま
れ
。

生
家
は
も
と
も
と

~

土
水
誼
け
負
い
・
材
木
商
を
経
営
し
て
い

}

た
が
、
父
視
の
代
で
没
浴
し
、

一
家
離
散
。
i

少
年
時
代
か
ら
職
を
転
々
と
し
、
そ
の
経
i

'
‘,
 

•’ 

験
が
「瞼
の
母
」
や

「
一
本
刀上
俵
入
」
~

に
。

「
舶
来
巾
沿
切」
は
、
横
浜
を
背
娯
に

~

美
貌
の
ス
リ
が
括
躍
す
る
物
話
。
LI本
丸
i

メ
モ
リ
ア
ル
バ
ー
ク
に
文
学
碑
c
が゚

i

◆
古
川
英
治

「か
ん
か
ん
虫
は
唄
う
」

i

占
川
英
治
(
-
八
九
．

了

一
九
六
二
）
は
横
i

浜
根
岸
に
生
ま
れ
、
父
の
＃
業
の
失
敗
で
i

小
学
校
を
中
退
し
、
船
具
T
な
ど
さ
ま
ざ

~

ま
な
職
を
経
て
作
家
に
。
「
か
ん
か
ん
虫
」
i

と
は
造
船
所
の
ド
ッ
ク
で
船
の
サ
ビ
落
と
i

し
を
す
る
労
働
者
の
こ
と
で
、
こ
の
時
の

}

翡

が

U
n
nに
投
影
さ
れ
て
い
手
。

i

◆
-•
島
由
紀
夫
「午
後
の
曳
航
」

i

上
人
公
は
美
し
い
斑
親
と
経
ら
す十
．
「歳

~

の
少
年
。
物
語
は
、
母
親
と
そ
の
恋
人
の

叩
-
胃
-

、

横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫。

~

頭
を
は
じ
め

ど
う

公
園
の
一
角
に
「
岩
也
楼
」と
刻
ま
れ
た
．
17灯

-

ろ．
”
能
®
が
。

ま
た
、
横
浜
在
仕
の
山
崎
洋
子

~

（
一
九
四
四
ー
）
の
出l
r
「
花
園の
迷
窮
」

~

も
港
崎
遊
郎
が
絣
台
。
開
港
期
横
浜
が
耕
i

台
の

「横
浜
幻
熔
館
・
悼
屋
お
り
ん
事
件
i

棋
」
な
ど
、
横
浜
も
の
を
数
多
く
執
発
。

i

◆
山
本
周
五
郎

「季
節
の
な
い
街
」

i

1
1
1
本
周
冗
郎
（．
九
Q

-]—
六
七
）
は
横
浜

i

市
四
前
小
学
校
を
卒
業
し
、
昭
利

一ト
一

~

年
以
降
は
終
生
横
浜
で
過
ご
し
た
作
家
。
i

9
か
ど

本
牧
問
門
町
の
旅
館
・
間
門
園
の
離
れ
を~

仕
＃
部
尻
に
。

「季
節
の
な
い
街
」
に
は
、
~

小
学
生
時
代
に
森
ら
し
た
西
区
の
街
並
み
i

を
1
1
1
心
わ
せ
る
風
娯
と
、
そ
こ
に
咎
ら
す
庶~

民
の
よ
佑
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

~

◆
佐
藤
呑
夫

「田
園
の
必
営
」

佐
藤
春
夫

(
-
八
九
．
．
 
ー一

九
六
四
）
は
大
i

正
力
年
四
月
、
．
下
＇
四
歳
の
と
き
、
妾
と~

．
一
匹
の
犬
、
一
．
＿匹
の
猫
を
述
れ
て
中
里
村
i

◆
村

t
龍

「
テ
ニ
ス
ボ
ー
イ
の
袋
鬱
」

外
国
人
墓
地
や
赤
レ
ン
ガ
の
倉
廂
、
元
町

の
尚
店
街
な
ど
横
浜
を
代
よ
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
蚊
観
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。一一．
島
由

紀
夫
（
一
九
．
五
ー
．
九

t
o)
の
代
よ
作

の
．
つ
で
、
土
人
公
の
母
級
の
経
営
す
る

舶
来
洋
unnlli
「
レ
ッ
ク
ス
」
の
モ
デ
ル
が

元
町
の
洋
n
幣
m

「
ポ
ピ
ー
」
と
の
こ
と
。

化
粧
品
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
十
八
歳
の
少
女

と
そ
の
姉
と
の
奇
妙
な
W
角
関
係
を
描
い
た
、

占
行
淳
之
介
(
-
九

四

1
九
四
）
の
代
表

作
の

―
つ
で
、
夕
H
に
燃
え
る
横
浜
港
の
愉

E

京
が
、
中
年
に
必
し
か
か
っ
た
t
人
公
の
心

く
ろ
が
れ

（現
・
緑
区
鉄
町
）
に
転
居
。
都
会
を
離
れ

郊
外
で
自
分
を
見
つ
け
よ
う
と
校
索
し
、

や
が
て
出
世
作

「
川
園
の
塁
鬱
」
が
誕
生
。

鉄
町
の
追
路
沿
い
に
文
学
碑
が
。

「芸
術
は
知
く
役
乏
は
長
し
」
と
、
生
涯

貧
乏
を
友
と
し
た
作
家
・
直
木
三
十
万

（
．
八
九
―
|
-
J
L
1
四
）
ら
し
い
碑
文

（
金
沢
区
宮
岡
東
・
炭
珊
が
裏
）
が
。
似
木

賞
の
由
米
と
な
っ
た
作
家
で
、
代
表
作
は

「
削
国
人
平
記
」
「大
阪
蕗
城
」
な
ど
。

人
牛
の
憂
彩
を
抱
え
な
が
ら
テ
ニ
ス
に
打

ち
込
む

t
人
公
。
舞
台
は
作
者
、
村
上
龍

（
一
九
互
了
）
の
仕
む
緑
llを
思
わ
せ
る

横

開
発
当
初
の
郊
外
の
＂
氾
い
た
風

n
京
が
描
か

浜

ゅ
う

み

り

れ
て
い
ま
す
。
他
に
、
柳
美
里
の
「
家
族

3
 

シ
ネ
マ
」
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
」
な
ど
、

現
代
の
横
浜
が
昇
台
の
作
品
が
0

1

◆

木

三
卜
丘
文
学
碑

◆
吉
行
淳
之
介

「砂
の
上
の
植
物
群
」

J
 

明
治
時
代
は
唐
人
街
、
大
正
時
代

に
は
南
京
街
と
呼
ば
れ
た
中
華
街
。
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右／二子神社境内に息子の太郎が制作した

岡本かの子の文学碑が、多摩川を見渡すよ

うに建っています。上／川崎駅近くに建つ

佐藤惣之財叩顕。

多
摩
川
の
清
流
に
育
ま
れ
た
作
家
ど
詩
人
、

そ
の
足
跡
を
訪
ね
て
郷
愁
の
街
へ

。

も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
の
か
の
子
の
歌
に
も
そ

の
熱
い
思
い
が
よ
く
で
て
い
ま
す
。

多
摩
川
の
消
く
冷
く
や
わ
ら
か
き
水
の
こ
こ
ろ
を

誰
に
謡
ら
む

こ

さ
つ
・

二
子
橋
の
手
前
に
光
明
寺
と
い
、
ユ
白
刹
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
寺
の
＂
則
が
か
の
子
の
家
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
か
の
子
は
明
治
．
一十
一
正年
生
ま
れ
、
与
謝

野
晶
子
に
師
事
し
、
漫
画
家
岡
本

．
平
と
結
婚
し
ま

し
た
。
作
品
と
し
て
処
女
作

「鶴
は
病
み
き
」
の
ほ

し
ょ
う
じ
ょ
う
る
て
ん

か
「
生
々
流
転
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

作
詞
家
と
し
て
有
名
な
佐
藤
惣
之
助

そ
う

の
す
ん
"

も
う

；
人
、
川
崎
の
生
ん
だ
詩
人

・
佐
藤
惣
之
助

の
歌
謡
碑
が
川
崎
駅
前
商
店
街
の

一
角
に
あ
り
ま
す
。

い
さ

ご

佐
藤
は
こ
の
碑
の
す
ぐ
隣
、
川
崎
区
砂
子
二
丁
目
に

酎衷かしさを感じさせてくれる多摩川の風景（二子橋近く）。

□

川
崎

束
京
都
と
神
余
川
県
の
境
を
流
れ
る
多
摩
川
を
少

ふ
た

ご

し
上
っ
た
高
津
侶
に
二
子
橋
が
あ
り
、
橋
の
ほ
と
り

の
二
子
神
社
接
内
に
、
岡
木
太
郎
が
舟
か
の
＋
の
た

め
に
作
っ
た
文
学
碑
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
文
学
碑

の
常
識
を
破
っ
た
、
高
さ
叫
メ
ー
ト
ル
の
ユ
ニ
ー
ク

か

は
ん

な
碑
は
河
畔
を
歩
く
人
の
目
を
引
き
つ
け
ま
す
。

傍
ら
の
湖
碑
に
は
亀
井
勝

一
郎
の
文
で
、
川
端
康

成
の
寄
に
よ
り
、

「
旧
家
の
血
筋
と
多
麻
川
の
消
流
と
は
、
か
の
子
の

あ
い
ぜ
ん

生
命
に
深
く
愛
染
し
、
作
品
の
う
ち
に
夕盗
椋
な
姿
を

明
治
一
平
＇三
年
涎
生
し
、

川
崎
小
学
校
等
常
科
を
出

で

っ

ち

ぼ

う
こ
う

た
後
、
住
み
込
み
の
．
j
稚
奉
公
を
し
ま
す
。
こ
の
頃

か
ら
旬
作
を
始
め
、
雑
誌
の
俳
句
欄
へ
の
投
旬
が
認

こ
う
ろ
く

め
ら
れ
、
選
者
で
あ
っ
た
佐
藤
紅
緑
の
弟
子
と
な
り

ま
し
た
。
十
代
で
は
旬
作
に
励
む
と
同
時
に
フ
ラ
ン

ス
語
も
学
び
、
二
十
代
で
詩
作
に
変
わ
り
ま
す
。

大

か
ぷ
と

正
四
年
、
処
女
詩
集

「正
義
の
兜
」
刊
行
以
後
は
ほ

ぼ
毎
年
出
し
、

二
十
二
冊
の
詩
集
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
詩
人
と
い
う
よ
り
も
、
歌
謡

仙
の
作
詞
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
記
の
歌

謡
碑
に
刻
ま
れ
た
祠
は

「肯
い
背
広
で
」
で
す
c

青
い
北
口
広
で

心
も
軽
く

街
へ
あ
の
娘
と
行
こ
う
じ
ゃ
な
い
か

赤
い
椿
で
ひ
と
み
も
滞
れ
る

若
い
僕
等
の
い
の
ち
の
春
よ

昭
和
十

一
一
年
二
月
、
古
賀
政
男
作鼎
•
藤
山

一郎

歌
人
・作
家、

岡
本
か
の

f
の
古
里

15 !II蛉 崎 l 4 



た
い
上
げ
て
い
ま
す
。
I
R川
崎
駅
近
く

に
歌
謡
碑
0
が。

な
お
川
崎

iii市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
R
に、

岡
本
か
の
子
、
佐
藤
惣
之
助
の
原
稿
、
筆

思
、
古
画
な
ど
の
股
―
ぷ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
6
0
4
4
1
7
5
4
_
4
5
0
0

西脇順三郎

詩碑。

は
病
み
き
」
で
文
坦
に
デ
ビ
ュ
ー
。
ヒ
ロ

イ
ン
が
多
摩
川
の
固
辺
を
放
浪
す
る
場
面

が
強
烈
な
印
象
を
残
す

「生
々
流
転
」
な

ど
、
牛
ま
れ
育
っ
た
多
麻
川
を
モ
チ
ー
フ

◆
日
木
田
独
歩

「忘
れ
え
ぬ
人
々
」

「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
は
、
国
木
田
独
歩

（
一

八
七

―|―

九
0
八）

の
初
期
代
表
作
。
溝

ノ

nに
あ
っ
た
旅
荘
砲
屋
と
そ
の
｝
上
人
の

話
が
、
多
摩
川
の
風
物
と
と
も
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
租
極
は
結
婚
式
場
・
宴
会
場

と
し
て
最
近
ま
で
営
菜
。
玄
関
脇
に
あ
っ

た
独
歩
の
碑
も
現
在
は
絲
津
囮
舟
館
前
庭

0
に
。
碑
．
IMに
は
「
歴
遊
の
地
を
紀
念
し

て
国
木
川
独
歩
に
さ
、
く
、
昭
利
九
年
の

哀
島
崎
藤
村
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

よ．
9
こ・
r

◆
影
向
寺
の
誼
碑

◆
岡
本
か
の

f
「牛
々
流
転
」

タベの芸
JEJ/U~C 

読売文学賞受

賞の名作 「タ

べの雲J。
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ヽ
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ヽ
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9
9
9

,

、

.. ,＇
9

9

9

,

`

 

9

,

◆

 

本
文
中
の

O
ー
c
の
所
在
地
は
概
略
図
を
参
照
。

9

9

9

9

,

.
 

川
崎
文
学
散
歩
案
内

9
9
9

ヽ

9
,
•

9
9
9
9
9
9
9
9

• 

~
9
,
•
•
9
9

9

9
9
9
9
9
9

ヽ

9

9
9
,

に
し
て
壮
人
で
神
秘
的
な
作
品
を
創
造
し

ま
し
た
。
多
序
川
を
望
む
二
子
神
社

0
に

息
子
の
岡
本
太
郎
制
作
の
文
学
碑
が
あ
り
、

隣
に
歌
碑
が
。

「年
々
に
わ
が
悲
し
み
は
深

く
し
て
／
い
よ
よ
i

平
や
ぐ
い
の
ち
な
り
け

り
」
と
、
自
筆
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
の
子
の
評
伝
に
瀬
戸
内
昭
美

り
』
。
う
し
ん

祓
聴
）
の

「か
の
子
掠
乱
」
が
。

◆
佐
聾
芝
助
と
多
麻
川

一
般
的
に
は
歌
謡
曲
の
作
詞
家
と
し
て
知

ら
れ
る
佐
藤
惣
之
助
(
-
八
J
L
o|
-
J
L
四

二
）
も
多
朕
川
に
ゆ
か
り
の
深
い
詩
人
。

「私
の
家
は
／
川
と
友
の
風
の
中
か
ら
牛
れ

て
来
た
」
（
「私
の
家
」
よ
り
）
と
記
す
よ
う

に
、
多
摩
川
河
口
の
川
崎
で
生
ま
れ
、
馴

れ
視
し
ん
だ
多
麻
川
の
風
菜
を
芙
し
く
う

奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
た
川
崎
屈
古
の
寺

◎
。
昭利卜＇ギ
4

年
＋
＇
月
に
西
脇
順

一・
一
郎
が

来
訪
し
、
そ
の
記
念
の
詩
碑
が
境
内
に
。

「
去
の
水
に
映
る
頃
／
影
向
寺
の
坂
を
の
ぽ

る
／
薬
師
の
丸
宅
を
数
へ
る
秋
」
。

◆
柏
斥
跡
の
碑

い
わ

や
さ
ざ
な
み

巌
谷
小
波
、
北
原
ILi11秋
な
ど
多
摩
川
に
遊

ん
だ
多
く
の
文
人
た
ち
が
訪
れ
た
江
戸
以

来
の
旅
館
。
跡
地
R
に
は
、
巖
谷
小
波
の

「小
春
R
や
H
本
一
の
腹
加
減
」
の
句
碑
が
。

◆

野

潤

――-
「タ
ベ
の
芸
」

い
く

多
府
丘
陵
（
牛
田
）
に
転
居
し
た
上
人
公

一
家
の
荘
ら
し
を
描
い
た
庄
野
潤
――-（

一

＂y
ょう
ひ
ょ
う

九
1
-
—
)
の
代
表
作
。

そ
の
瓢
々
と
し

て
奈
良
時
代
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
古
寺
R

ぜ

ん

じ

ま

る

か
さ

で
、
境
内
に
は
禅
寺
丸
柿
の
原
木
が
あ
り

L
o
う
じ

ま
す
。
北
原
11秋
や
宮
柊
二
、
柳
田
国
男

ら
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

◆
.L
禅
寺

柳
川
国
男
、
山
岡
荘
八
、
坪
川
譲
治
、
平

塚
ら
い
て
う
、
吊
崎
士
郎
、
横
溝
正
史
ら
、

た
く
さ
ん
の
文
士
が
眠
る
公
園
器
地

0
。

む

L
ぶ

こ
う
じ

9
』わ
あ
っ

尾
綸
十
郎
詩
碑
、
武
者
小
路
実
篤
詞
碑
も
。

◆
奉
秋
苑

上
／
王
禅
寺
。
下
／
境

内
に
北
原
臼
秋
自
策
の

長
歌

「柿
生
」
の
冒
頭

を
刻
ん
だ
歌
碑
が
。

た
味
わ
い
は
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
。

17 川給

歌
で
発
表
さ
れ
た
こ
の
肖
春
賛
歌
は

16

L
P
.？
人
ん

同
時
に
昭
和
の
良
き
時
代
の
終
駕
を

告
げ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
年
七
月
、
皿

日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
わ
が
国
は
急

迷
に
戦
時
体
制
へ

と
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

佐
藤
惣
之
助
は
昭
和
十
七
年
五
月
、

五
卜
．
一
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
次
の

よ
う
な
多
く
の
愛
唱
歌
を
作
詞
し
ま

あ
か

ざ

し
た
。
「
赤
城
の
子
守
歌
」

「
人
牛
劇

，
 

•
-'j 

場
」

「
絋
妻
鐙
」
「
男
の
純
怜
」
「
人

生
の
並
木
道
」
「
湖
畔
の
宿
」
等
々
c

ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
生
ま
れ
の

若
手
作
家

・
島
田
雅
彦
の
い
く
つ
か

の
作
品
に
多
磨
川
固
辺
の
団
地
が
作

者
の
原
風
餓
と
し
て
出
て
き
ま
す
。
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鎌倉文学館。旧前田家別邸で、第十六代当主が昭和11年に改築した擬洋風の建物。

鎌
倉
古
都
の
風
情
に
ひ
た
り
な
が
ら
文
士
ゆ
か
り
の
寺
を
歩
く
。

路
地
の
一
角
に
も
名
作
の
呑
り
が
…
…
。

三
島
由
紀
夫

「春
の
雪
」
の
舞
台

鎌
倉
文
学
館
の
春
秋
は
女
性
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

展
ホ
物
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
訪
問
客
の
H
を
奪
う

の
は
昭
和
初
期
の
洋
風
木
造
建
築
と
、
そ
こ
か
ら
の

眺
望
で
す
。

芝
段
の
傾
斜
地
を
巧
み
に
生
か
し
た
芝

生
の
前
庭
の
先
は
バ
ラ
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。
庭
越

し
に
は
鎌
倉
の
町
が
拡
が
り
、
さ
ら
に
目
を
や
れ
ば

相
模
湾
が
陽
光
に
輝
い
て
い
ま
す
。

ご
く

加
賀
百
万
石
で
知
ら
れ
た
旧
前
田
侯
爵
家
の
別
邸

と
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
の
建
物
は
、
：
・
-島
由
紀
夫
の

「
春
の
雪
」
の
舞
台
と
な
っ
た
別
荘
の
モ
デ
ル
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
年
十
一
月
か
ら
文

学
館
と
し
て

一
般
公
開
さ
れ
て
以
来
、
大
佛
次
郎

・

川
端
康
成

・
高
見
順
な
ど
鎌
倉
ゆ
か
り
の
作
家
の
資

料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

生
前
、
旧
前
田
邸
を
訪
れ
た
川
端
康
成
の
住
ま
い

は
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
名
作
「
山
の
音
」
の
中
の
、

「風
の
音
か
、
海
の
音
か
、

耳
な
り
か
と
、
伝
吾
は

冷
静
に
考
へ
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
音
な
ど

し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
た
。
し
か
し

確
か
に
111の
音
は
刷
え
て
ゐ
た
。
」

と
い
う
云
即
の

「山
の
音
」
は
、
文
学
館
や
川
端

邸
の
衷
111の
音
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鎌
倉
文
学
館
で
は
毎
日
曜
に
、
鎌
念
の
文
学
風
上

を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
公
開
放
映
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
見
て
か
ら
目
％
て
の
地
域
を
文
学
散
歩
す
る
の

が
便
利
で
す
。

19 鎌・合

鎌貧文学館入

口の招鶴洞。

鎌倉- 18
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鎌倉は托鉢の僧が似合う街。若宮大路裏手の

閑静な住宅地で、近くに1日大佛次郎邸が。
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とてれ吾明記上
‘‘ての社念／
甘神ゐ家, c館長『，社るの戸に谷

a の °裏乍 ／ のネ境そ手→非旧
ヵゞ内のの山公瓜

出k
,j, 

てな
山tt2巴
のの -
自。

きつ端と ー右
まてを''~/ 
i 

tゐひ匂は、甘頑
るらで → 縄在
こい切信神は

北
鎌
倉
駅
に
隣
接
す
る
、
鎌
倉
五
山
第
二
の
禅
刹

円
覚
寺
は
禅
道
の
修
行
道
場
で
す
が
、
近
代
文
学
ゆ

近
代
文
学
ゆ
か
り
の
寺
へ

出
会
い
と
い
え
ば
、
夏
目
漱
石
の
名
作
「
こ
こ
ろ
」

で
も
、
語
り
手
の

「私
」
と

「先
生
」
と
の
出
会
い

の
シ
ー
ン
は
鎌
倉
の
海
の
近
く
で
し
た
。
海
か
ら
上

が
っ
て
き
た
「
私
」
と
、
海
へ
入
ろ
う
と
す
る

「先

生
」
が
途
中
で
知
り
合
う
の
で
す
o

鎌
倉
の
海
を
愛
し
た
文
人
の
中
に
は
、
こ
ん
な
ふ

う
に
書
い
た
詩
人
も
い
ま
す
。

「ぽ
く
は
鎌
倉
の
魚
の
村
を
愛
す
る
。
腰
越
、
坂
の

下
、
小
坪
と
い
う
漁
村
の
名
前
を
吉
く
だ
け
で
、
僕

の
目
に
は
、
海
の
色
の
変
化
、
潮
風
の
匂
い
、
そ
し

て
洵
で
働
く
男
た
ち
、
老
人
と
猫
の
姿
が
具
象
化
さ

れ
て
く
る
の
だ
0

」（
田
村
降

一
「化
の
町
魚
の
村
」）

鎌
倉
の
海
は
出
会
い
の
場

21 鎌台

雙
店
文
学
館
か
ら
は
、
吉
歴
信
子
記
念
館
を
経
て
、

倉

き
よ

し

鎌

高
浜
虚
子
の
届
住
跡
を
伝
え
る
虚
子
庵
趾
句
碑
を
訪

れ
ま
す
。
そ
こ
で
扉
了
の
直
竿
を
刻
ん
だ
と
い
う
、

波
音
の
由
比
ヶ
濱
よ
り
初
電
車

の
句
を
見
て
、
江
ノ
両
の
線
路
を
渡
れ
ば
、
海
も

間
近
で
す
。

「喜
の
夏
の
洵
ー
。

私
は
そ
う
呟
い
た
だ
け
で
も
、
も
う
、
悦
惚
と
し

て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
眼
で
眺
め
た
思
い
出
で
は
な

い
。
手
で
触
れ
た
記
憶
で
も
な
い
。
全
身
、
古
い
悔

に
抱
か
れ
た
皮
府
の
、
心
の
、
追
憶
な
の
で
あ
る
。
」

右
は
太
宰
治
に
私
淑
し
た
出
中
英
光
の

「わ
れ
は

海
の
子
」
の

一
節
。

こ
の
海
は
出
会
い
の
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

20 



コラム＠名作の舞台裏
腰越海岸から望む江の島。

一 ▲ぺ·· • •-'"'
~ 

山
口
瞳
の

「
小
説
吉
野
秀
雄
先
生
」

今
で
は
伝
説
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

「鎌
倉
ア`C・「
．

カ
デ
ミ
ア
」
は
、
終
戦
の
翌
年
、
材
木
座
の
光

明
寺
に
誕
生
し
、
わ
ず
か
凹
年
半
で
廃
校
と
な

っ
た
学
校
で
す
。
吉
田
健
一
、
高
見
順
、
林
達

夫
と
い
っ
た
多
彩
な
教
授
陣
と
、
山
口
瞳
、
い

ず
み
た
く
、
鈴
木
消
顧
等
々
／
生
徒
の
方
も
．
か
っ
K
っ

筋
縄
で
は
い
か
な
い
面
々
が
揃
い
、
自
巾
闊
逹

な
授
業
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

歌
人
の
吉
野
秀
雄
も
教
授
陣
の

；
人
。
昭
和

そ
く
せ
さ

歌
坦
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
生
泊
派
の
歌
人

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

げ
た

さ
は
桁
は
ず
れ
。
111
口
瞳
が
岩
い
た

「小
説
吉

野
秀
雄
先
生
」
に
は
、
そ
ん
な
恩
師
の
姿
が
愛

情
深
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

帰
源
院
山
門
。
円
覚
寺
の
右
手
上
の
山
に
あ

り
、
漱
石
は
こ
こ
で
参
禅
し
、

止
宿゚

か
り
の
寺
と
し
て
も
有
名
で
す
。
そ
の
一
、
：
．．
 

を
あ
げ
れ
ば
、
島
崎
藤
村
は
自
分
の
一
11
春
時
代

を
描
い
た
作
品
「
春
」
で
寺
内
の
支
院

・
焔
源

院
に
滞
在
し
た
時
の
こ
と
を
弗
い
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
れ
い

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
支
院
の
松
嶺
院
で
は
有
島

武
郎
が
「
或
る
女
」
の
後
編
を
執
箪
し
た
こ
と

い
じ
ょ
う
ぷ

「先
生
の
全
体
の
印
象
は
、
伸
丈
夫
で
あ
る
。

ま
1
・り
お

益
男
で
あ
る
。
大
き
な
人
で
あ
る
。

9
,
9

,9
 

容
貌
魁
僻
で
あ
る
。
誰
が
見
て
も
、

五
見
し

て
、
尋
常
な
易
で
は
な
い
と
思
っ
た
ろ
う
。」

し
か
し
、

「容
貌
魁
偉
で
あ
る
け
れ
ど
、
そ

れ
が
同
時
に
優
し
い
の
で
あ
る
。
や
わ
ら
か
い

の
で
あ
る
。
先
生
の
前
に
い
る
と
、
い
つ
も
春

の
日
を
浴
び
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
無
限

の
抱
擁
力
を
感
じ
た
。
」

吉
野
秀
雄
は
、
巌
初
の
夫
人
を
亡
く
し
た
あ

と
、
詩
人
の
八
木
重
吉
の
末
亡
人
と
愛
し
合
う

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
悪
い
咄
に
な
り

ま
し
た
。
生
徒
の
人
気
を
嫉
妬
す
る
教
授
か
ら

の
理
不
尽
な
嫌
が
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

22

若
き
日
の
夏
目
漱
石
は
参
禅
を
す
る
た
め
円

一

•

j
、
つ
あ
ん

巫
見
寺
を
訪
れ
ま
す
。
師
か
ら
示
さ
れ
た
公
案
は
、
．

ふ

ぼ

み

し

F
1

「父
母
未
生
以
前
木
来
の
副
目
は
何
だ
か
、
そ

れ
を

一
っ
考
え
て
見
た
ら
苦
か
ら
う
」
と
い
う

も
の
で
、
な
ん
と
か
解
答
を
出
そ
う
と
苦
し
む

が
、
遂
に
そ
れ
が
解
け
ず
、

「残
念
で
す
が
、

と何
う
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
寺
か
ら
す

ご
す
ご
と
引
き
上
げ
ま
す
C

そ
の
経
緯
が
代
表

作
の
．

つ

「門
」
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

後
年
、
再
び
帰
源
院
を
訪
れ
た
漱
石
は
、

肩
は
白
き
籠
に
こ
そ
あ
ら
め

と
詠
み
ま
す。
こ

の
句
は
帰
源
院
の
庭
に
〖
直

か
れ
た
自
然
石
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ざ
し
ク
う
か
い
こ
う
た
け
し

松
韻
院
の
墓
所
に
は
中
山
義
秀
や
開
高
健
が

眠
っ
て
い
ま
す
。

な
時
に
は
、
光
明
寺
の
裏
111に
登
っ
て
、

「バ

ヵ
ャ
ロ
ー
ツ
」
と
叫
び
、
学
生
た
ち
に
は
口
癖

の
よ
う
に
、

「恋
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
先
生

で
す
が
、
そ
の
生
涯
は
病
苫
や
貧
乏
と
の
闘
い

で
し
た
。

晩
年
、
病
床
で
書
い
た
随
箔
集

「や
わ
ら
か

な
心
」
が
評
判
に
な
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

吉
野
秀
雄
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
す
が
、
こ
の
プ

ー
ム
に
手
を
貸
し
た
の
も
山
旦
蹄
で
し
た
。 光明寺の境内に建つ

鎌倉アカデミアの碑。

23 鎌倉コラム
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梶原〇 卍

浄智寺
建長寺

゜
帰源院の本堂左脇に

達つ漱石の句碑。

生
ま
れ
は
横
浜
で
す
が
、
自
ら
を
「
鎌
合
i

ッ
子
」
と
称
し
て
い
た
里
見
弾
(
-
八
八
i

八
I
-JL八『一
）
は
、
六
年
が
か
り
で
鎌
倉

．

を
昇
台
と
し
た
自
伝
的
長
編

「安
城
家
の
i

兄
弟
」
を
書
き
L
げ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

-

◆
単
見
昨
「安
城
家
の
兄
弟
」

0
寿
福
寺

鶴岡八幡宮

グ'fl
今
通
り
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点
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◆
円
覚
寺
と
夏
H
漱
“

臨
済
宗
円
蹂
が
派
の
総
本
山
。

樟
内
に
は

~

た
っ
ち
⇔
・9

数
多
く
の
塔
頭
（
禅
宗
で
、
祖
師
の
塔
の

i

あ
る
と
こ
ろ
）
が
あ
り
、
そ
の

一
っ
帰
源

}

?
)
9
-
"
＜
 

院

0
に
漱
石
が
止
術
し
、
参
禅
し
た
の
は
i

明
治
1

.

十
七
年
蒜
れ
か
ら
翌
年
．
月
に
か

~

け
て
。

そ
の
体
験
を
漱
石
は
「
門
」
の
な

~

か
に
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
面
年
に
は
島

{

崎
藤
村
が
止
紺
。
ま
た
、
川
端
康
成
の

i

「
千
羽
鶴
」
の
冒
頭
に
、

「鎌
倉
円
箕
寺
の
境
i

内
に
は
い
っ
て
か
ら
も
、
菊
治
は
茶
会
に

}

行
こ
う
か
行
く
ま
い
か
と
迷
っ
て
い
た
。
」

i

と
あ
り
ま
す
。
茶
室
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

~

ぶ
つ
に
し
あ
ん

の
は
「
仏
H
庵
」
で
す
。

う寺は 1 れいま通
設に火）Lたたで称
定駆婦E時尼は ー1
゜けの 代＾緑駆
幕込縁の小 る りJ込
府ん切 一 説 ゜寺寺
のだり駆がこと -
権者だ込隆にこしと
力はけ 、~-慮をてし
の無で蔭 — 孵経て
及緑は始郎台府知
ばにな杢 ＾に がら
ななく °ーし承れ
いる ‘縁）して認‘
無とこりJ三 苔し硲
緑いの、roかて末 円覚寺の塔頭 • 仏日庵。
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寺
に
駆
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

~

が
、
作
品
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
て
い
ま

{

す
。

h
i
mに
は
古
四
見
順
符
糾
が
。

小
林
秀

~

雄
、
＂
紬
見
順
、
川
村
俊
子
ほ
か
の
菜
所
。

i

た
ち
は
．
s
よ
さ
お
さ

◆
立
原
正
秋
と
鎌
倉

立
原
正
秋
(
-九
一．

六
—
八
0
)
は
、
昭
利

~

．

一十
五
年
に
鎌
倉
に
移
住
。

恋
愛
小
説
の

~

名
手
と
し
て
姉
ら
れ
、
練
合
を
舛
台
に
多

~

た
き
ざ

i

く
の
作
品
を
執
竿
。
初
期
の
代
表
作

「薪
i

ぐ
う

能
」
は
鎌
倉
宮
が
主
な
料
台。
逍
な
ら
ぬ

~

恋
に
牛
き
る
男
女
の
滅
ぴ
の
美
し
さ
が
。i

「残
り
の
雪
」
に
は
、
葛
原
ガ
岡
の
桜
か
ら
i

け
ゎ
ぃ

化
祉
坂
の
紅
葉
、
冬
の
腰
越
漁
泄
な
ど
、
i

占
都
の
四
季
の
風
情
や
風
物
が
描
き
出
さ

~

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
四

t立
年
以
降
は
梶

―

ず
い
吐
ん

原

0
に
届
住
。
慕
所
の
あ
る
瑞
泉
寺
に
は
i。

居日
>

的

[

＂・

ガ

・

扇
i

ー
・・
K
-

敬
愛
す
る
11ル
．
ij烏
武
郎
の
佑
死
事
件
を

-

嵐
か
ら
取
り
ト
ーげ
て
い
ま
す
c

早
見
は
i

賛
で
J
L
十
四
歳
の
生
雙
雙
ま
し
た
。

~

◆
寿
福
寺
と
中
原
中
也

「中
原
は
、
寿
福
寺
境
内
の
小
さ
な
陰
気
な~

家
に
住
ん
で
ゐ
た
。」
と
小
林
秀
雄
は
「
中
i

原
中
也
の
思
い
出
」
の
中
に
書
い
て
い
ま
i

す
。

詩
人
中
原
中
也

(-
九
0
七
—
-
＿じ

）
~

が
後
に
「
評
論
の
神
様
」
と
い
わ
れ
る
小
i

林
秀
雄
の
住
む
鎌
倉
に
や
っ
て
来
た
の
は

~

昭
和
士

一年
二
月
。

こ
の
年
十
月
に
r
l
l
原

~

は
結
核
性
脳
膜
炎
の
た
め
．
二
十
歳
で
紺
死

[

し
ま
し
た
。
寿
福
守
◎
は
高
浜
虚
子
、
大
i

本
文
中
の

O
¥
R
の
所
在
地
は
概
略
図
を
参
照
。

◆
鎌
倉
文
府

♦
f
野
屈

佛
次
郎
ほ
か
の
地
所
が
あ
り
ま
す
。

今
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

"'̂
h
Eう
じ

◆

建
k
寺
と
お
せ
い
茶
展

か

さ
い
ぜ
ん
ぞ
1`

葛
西
普
蔵
(
-
八
八
七
ー

一
九
二
八
）
が
、

創
作
に
専
念
す
る
た
め
共
チ
と
離
れ
て
建

ほ
う
じ
ゅ
、
ん

長
寺
宝
珠
院

0
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
大

正
八
年
十
二
月
。
こ
の
時
、

三
十
二
歳
の

葛
西
は
、
境
内
裏
川
近
く
に
あ
る
茶
犀

（
招
寿
軒
）
の
娘
ハ
ナ
と
出
会
い
、
互
い
に

心
を
通
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
い
き

さ
つ
を
執
裕
し
た
の
が
「
お
せ
い
」
。
彼
女

は
、
給
西
の
人
生
と
文
学
に
光
明
を
も
た

ら
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
茶
屎
は
、
そ
の

後

「お
せ
い
茶
歴
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
鎌
倉
駅
西
口
に
あ
っ
た
料
序
で
、

一
部
を
避
暑
客
の
た
め
の
貸
問
に
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
名
声
を
極
め
て
い
た
芥
川

龍
之
介
と
熊
名
の
作
家

・
岡
本
か
の
子
が

Inl術
。
そ
の
時
の
様
＋
を
興
味
深
く
描
い

て
い
る
の
が
瀬
戸
内
哨
美
の

「か
の

f
掠

乱
」
で
す
。
岡
本
か
の
了
は
こ
こ
で
関
東

大
虚
災
に
逍
遇
。
平
野
民
に
は
多
く
の
作

家
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

r
 

昭
利
一
干
＇年
五
月
、
戦
況
が
悪
化
す
る
贔

中
、
川
端
康
成
を
始
め
と
す
る
鎌
倉
文
七

に
よ
っ
て
貸
本
座
鎌
倉
文
庫
が
開
店

（場

お
お

し

所
は
若
官
大
路
）
。
朴
物
を
求
め
る
人
々
で

述

H
大
盛
況
。
鎌
倉
文
射
は
戦
後
、
出
版

社
と
な
り
、
雑
誌

「人
間
」
や
叢
性

「現

代
文
学
選
」
な
ど
を
刊
行
し
ま
し
た
。

25 鎌合

ー，
建長寺の宝珠院近く。
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る
。」
と
、

．

―
•
島
山
紀
火
の
「
春
の
雪
」
の

}

昇
台
と
な
っ
た
こ
と
は
打
名
。
鎌
倉
ゆ
か

~

り
の
作
家
の
原
稿
や
遺
忠
、
初
版
本
な
ど

~

を
展
ぷ
。
初
代
館
長
の
永
井
龍
男
（

．
九
i

0
四
ー
几
0
)
も
瑞
根
i
を
舞
台
に
し
た
作
i

品
「
秋
」
を
執
箪
し
て
い
ま
す
。
●
月
曜
休~

館
／
打
料
／
6
0
4
6
7ー
2
3
1
3
9

1
1

~

◆
吉
腟
伝

f
記
令
術
3

吉
届
厚
(
-
八
九
六
ー
一
九
七
二
）
は
大
i

。

一
寄数の覚

-

感

．

なン夕モi
 
暉-＿-a 

雙
籠
一
の
化
の
が
と
し
て
矧
ら
れ
る
瑞

―

呆
支
3
に
は
、
古
野
秀
雄
、
久
保
田
ガ
太
i

郎
、
高
浜
虚
f
な
ど
の
歌
碑
、
句
碑
が
建

~

っ
て
い
ま
す
。
「花
の
旅
い
つ
も
の
如
く
連

一

立
ち
て
」
（
虚
子
）
。
吉
野
秀
雄
、
久
米
．
化
雄、

]

立原．
止
秋
の
苗
案
所
。

●
釈
迦
堂

u切
通

永

贔

子

（
元
一

冗^
ー
）
の
直
木
賞
受
伐

一

作
「
炎
環
」
は
、
北
条
一
族
や
梶
原
娯
時
i

と
う
ご
く

心

け

ん

な
ど
東
国
武
士
l
J
j
の
覇
権
を
め
ぐ
る
せ
め

~

ぎ
合
い
を
描
い
た
述
作
。
源
頼
朝
の
死
後
、
i

北
条
時
政
が

迫

-

切

~

ロ

比
企

一
族
に

襲
い
か
か
る

『昂

-

場
面
に
i

ど
ち

は
だ
か
る
の

が
釈
迦
棠
口

切
迪
〇
゜

◆
横
椋

◆
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

9

.

 

9
,

｀
 

9

9

9

9

9

9

9
,
 

．．．
 

材
木
座
か
ら
腰
越
ヘ

昭
和
二
十
一
年
五
月
、
材
木
府
の
古
刹
．

~

光
明
寺
に
鎌
倉
大
学
校
（
の
ち
の
鎌
倉
ア

~

ミ
ア

キ、
開
校
。
鎌
倉
文
士
を
h
‘し
i

〗
〗
園

月
ま
で

~

後
、
大
船
に
移
り
、
．
下
五
年
九

続
き
ま
し
た
。
光
明
寺
に
は
記
令
証
贔
矛
。
i

◆
材
木
座
と
作
家
た
ち

・

忍
濡
(
‘
金
沢
か
ら
上
し
易
後
、
材
木
座

~

の
妙
長
寺
に
ひ
と
夏
を
過
ご
し
、

「み
だ
れ
i

橋
」
を
執
坐
。
久
保
川
万
太
郎
、
久
生
|

i

化
・
昭
和
期
の
人
気
作
家。
一
．
十
歳
の
時
~

に
発
表
し
た

「化
物
語
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
i

ー
に
な
り
、
そ
の
後
、
「
良
人
の
貞
操
」

「安
i

宅
家
の
人
々
」
な
ど
話
題
作
を
発
表
。
没~

後
、
I
H毛
が
記
念
館
〇
と
し
て
公
開
さ
れ

、

~

ふ
だ
ん
は
主
に
女
性
の
文
化
活
動
の
場
に

~

利
川
さ
れ
て
い
ま
す
。
●
年
4
阿
、

一
般
i

公
間
／
6
0
4
6
7
_
2
2
7
0
8
0
5

-

◆
長
谷
と
川
端
康
成

附
和
|
年
咎
れ
に
鎌
倉
に
転
居
し
、
．一r

~

一
年
か
ら
長
谷
に。

こ
の
間
、
「1
1
1
の
斉
」
~

「
千
羽
鶴
」
「
美
し
さ
と
哀
し
み
と
」
な
ど
鎌
i

愈
を
背
故
に
し
た
作
品
を
発
よ
。
「山
の
音
」
i

は
H
宅

（現
在
・
記
念
館
R
)
付
近
が
舞
台
。
i-

長
谷
寺
R
に

は
・り回
111樗
牛

記
念
碑
、
研

浜
虚
子
句
碑
、

久
米
正
雄
胸

像
な
ど
が
。

長
谷
寺
山
門
。
~

こ

9
る
ざ

◆
小
動
岬
と
太
宰
治

◆
極
楽
寺
・
稲
村
ガ
崎
・
七
里
ガ
浜

回
文学館の窓から見

る相模湾の景色。

蘭
、
長
与
善
郎
な
ど
が
屈
住
し
、
芥
川
龍

之
介
も
こ
の
地
で
新
婚
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。，
 

◆
山
比
ガ
浜
と
庶
子
庵

．り四
浜
虚
子
(
-
八
七
四
ー
．
九
万
九
）
は、

叫
治
四
上
二
年
か
ら
没
す
る
ま
で
の
五
ト
・

年
問
を
山
比
ガ
浜
で
森
ら
し
、

句
誌
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
の
編
集
に
専
念
。
虚
チ
庵
は

多
く
の
俳
人
た
ち
の
集
い
の
場
に
。
居
仕

跡
◎
に
は
旬
碑
が
。

◆
鎌
倉
文
学
館

旧
前
田
侯
爵
家
の
元
別
邸
R
°
「七
日
娯
に
包

ぅ

ろ

ま
れ
た
迂
路
を
登
り
つ
く
し
た
と
こ
ろ
に
、

別
壮
の
大
き
な
石
糾
み
の
門
が
あ
ら
わ
れ。

岸海浜ガ里

~

言

七

~

極
楽
寺
R
ゆ
か
り
の
作
家
は
、
巾
111義
秀
、
[

大
岡
昇
平
な
ど
。

稲
村
ガ
綺
に
は
、
戦
前

~

ひ
で
み

”-

は
太
宰
治
の
弟
子

・
田
中
英
光
が
少
年
期
i

こ

ど
．9

を
過
ご
し
、
野
村
胡
堂
が
燎
登
の
た
め
に

}

訪
れ
、
戦
後
い
ち
早
く
、
中
村
光
火
が
移

~

仕
。
ま
た
、
稲
村
ガ
崎
公
園
R
に
は

「じ
i

里
ケ
浜
哀
歌
碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
逗

[

了
開
成
中
学
の
生
徒
た
ち
が
遵
難
し
、
十~

二
人
の
命
が
失
わ
れ
た
＊
件
は
「
兵
白
き
b

b
 

富
I
の
嶺
」
と
し
て
歌
い
つ
が
れ
、
宮
内

~

か
ん

や

寒
弥
は
小
説

「七
里
ケ
浜
」
で
取
り
t

げ

~

ま
し
た
。

tーニ二
腰越・津

太
宰
治

(-
九0
九
—

四
八
）
が
最
初
の
心

中
事
件
を
起
こ
し
た
の
は
、
昭

fn．立
年
十

一
月
二
十
五
日
。
場
所
は
小
動
岬
R
°
束

京
帝
国
大
学
仏
文
科
在
学
中
で
、

こ
の
時

女
性
（
銀
座
の
カ
フ
ェ
の
女
給
•
田
部
あ

つ
み
、
十
九
歳
）
は
亡
く
な
り
、
太
宰
は

助
か
り
ま
す
。
こ
の
半
件
を
下
敷
き
に
し

て

「道
化
の
華
」
が
上
口
か
れ
、
短
編
集
「
晩

年
」
に
収
録
。
そ
の
後
、
太
宰
は
、
愛
人
・

山
崎
宮
栄
と
．K
川
L
水
で
佑
死
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ゞ 鉄七里ヶ浜., ---
（ R 鎌 — ヽ．ーヘ 稲已滋
▲ 小動岬 倉 ・～一・・・-

JI 忘 →ヽ—
校 -~
前 稲村ガ崎

-~ 相株湾

長谷寺

極楽寺 ° 
゜極楽寺/—項贔ガ浜‘

各
＊ 
~-光
唸 o明

和賀江島 I 寺

小動岬。
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浦賀港。与謝野寛 ・晶子夫妻の歌碑のある愛宕

山近くからの眺め。なお今年は、日本に開国を

迫ったペリー来航150年目にあたります。

か
つ
て
は
軍
港
と
し
て
栄
え
た
横
須
賀
港
か

は
し
り
み
ず

ら
走
水
、
浦
賀
を
経
て
、
長
沢
洵
岸
へ
向
か
い

ま
す
。

あ
お
う
み

し
ら
烏
は
か
な
し
か
ら
ず
や
そ
ら
の
行
洵
の

あ
を
に
も
そ
ま
ず
た
だ
よ
ふ

と
詠
ん
だ
の
は
若
111牧
水
で
す
。
牧
水
は
人

つ
る
ざ
ざ
さ

横
須
賀
か
ら
錬
崎
へ

慈
し
む
愛
、
秘
め
た
愛
、
許
さ
れ
ざ
る
受
…
・
:

さ
ま
ざ
ま
な
愛
の
か
た
ら
に
出
会
う
旅
゜

き
た
し
も
う
・↓

正
四
年
ー1
月
中
旬
、
病
妻
の
た
め
北
ド
浦
長
沢

に
移
転
し
、
翌
年
十
二
月
ま
で
滞
在
。
現
在
、

ざ
b

海
岸
沿
い
の
道
路
際
に
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
洵
岸
線
を
南
．
卜
す
る
と
畑
の
先
端
に

剣
崎
の
灯
台
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
灯
台
を

借
景
と
し
た
小
説
に
立
原
正
秋
の

「剣
ケ
崎
」

が
あ
り
ま
す
。

「
剣
ケ
崎
。
神
奈
川
県
の
東
南
、
三
浦
半
島
の

c 
三
浦
半
島
逗
子

・
葉
山
・

横
頚
賀
・
三
浦

突
端
に
あ
る
岬
角
で
、
対
岸
の
千
葉
県
の
洲
崎

と
相
対
し
て
東
京
約
の
入
口
に
位
憫
し
、
岬
の

頂
上
に
は
灯
台
が
あ
る
。
こ
こ
は
ナ
地
の
人
か

ら
、
つ
る
ぎ
が
さ
き
、
と
は
呼
ば
れ
ず
、
け
ん

さ
き
、
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
紹
介
し
て
物
語
を
展
開
。
立
原
は
こ
の
小

説
を
通
じ
て
、
自
身
の
中
に
流
れ
る
紐
国
人
の

血
と
、
日
本
人
と
し
て
の
生
き
方
の
難
し
さ
を

29- 二．浦キ島 ；浦半島 28 



．―
-浦
半
島
の
先
端
は
北
原
内
秋
ゆ
か
り
の
城

ヶ
島
で
す
。
島
に
は
白
秋
詩
碑
と
白
秋
記
念
館

が
あ
り
ま
す
。

白
秋
は
明
治
四
十
三
年
、
隣
家
の
人
妻
と
知

り
合
い
、
愛
し
合
う
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
挫

し
．^
う
し
ん

折
と
倫
心
の
う
ち
に
1

椅
へ
移
転
し
ま
す
。
大

正―

一年
、
家
族
と
と
も
に
三
崎
の
向
ヶ
崎
に
移

転
し
て
き
た
家
は
フ
ラ
ン
ス
人
が
建
て
た
家
で
、

海
が
よ
く
見
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
「城
ケ

島
の
雨
」
は
、
こ
の
家
か
ら
対
岸
の
城
ヶ
島
を

城
ヶ
島
か
ら
逗
子
へ

追
求
し
ま
し
た
。
波
し
ぶ
き
を
上
げ
る
海
岸
か

ら
岬
を
見
上
げ
る
と
、

立
原
が
こ
こ
を
舞
台
に

し
て
、
寂
し
い
少
年
時
代
を
描
い
た
こ
と
も
、

少
し
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ほ
う
け
っ

見
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
詩
は
、
島
村
抱
月

の
芸
術
座
か
ら
依
頼
さ
れ
て
作
詩
し
た
も
の
で

ゃ

な

が

梁
田
貞
が
作
曲
し
、
奥
田
良
三
が
歌
っ
て
全
国

に
流
行
、
城
ヶ
島
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

森
戸
海
岸
か
ら
逗
了
へ
向
か
う
と
、
途
中

に
日
影
（旧
•
H

蔭
）
茶
屋
が
あ
り
ま
す。
こ

こ
は
大
正
五
年
ト

一
月、

「中
日
鞘
」
の
記
者
、

神
近
市
子
が
伊
藤
野
枝
と
投
宿
中
の
大
杉
栄
を

刺
似
す
る
と
い
う
、
日
蔽
茶
足
事
件
の
舞
台
と

な
っ
た
場
所
で
す
。
瀬
戸
内
睛
美
の
「
美
は
乱

調
に
あ
り
」
が
こ
の
事
件
に
触
れ
て
い
ま
す
cは．

9
』

国
道
一
：
こ
四
号
線
で
逗
了
洵
料
を
走
る
と
不

と

ざ

す

如
焔
の
碑
が
洵
中
に
立
っ
て
い
る
の
が
U
に
人

そ

ば

、9

り
ま
す
。
こ
の
碑
は
昭
和
八
年
に
徳
宮
蘇
峰
の

さ

ご

う

揮
亮
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
い
う
ま
で

三浦半島の突端の銹崎。立原正秋は「剣ケ

崎」で、韓国人と日本人の混血として育っ

た複雑な少年時代を描いています。

城ヶ島の北原白秋詩碑。「雨はふるふる城

ヶ島の磯に利休ねずみの雨がふる」と、白

秋の自筆が刻まれています。

ろ

も
な
く
弟
、
徳
冨
＂
庄

花
の
書
い
た
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
小
説
「
小
如
焔
」
を
記
念
し
た
も
の
。
碑
と

は
国
道
を
挟
ん
で
反
対
側
に
あ
る
声lnJ
蓑
寺
の
白

沌
不
動
は
こ
こ
の
漁
師
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま

し
た
が
、
「
小
如
帰
」
の
本
が
出
て
か
ら
は
ヒ

な

み

こ

ロ
イ
ン
の
名
を
と
っ
て
「
浪
子
不
動
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

薩
花
は
明
治
三
十
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
、

逗
子
の
柳
屋
に
間
借
り
し
ま
す
が
、
た
ま
た
ま

い
わ
お

同
宿
し
た
大
山
巌
・
陸
軍
元
帥
の
元
閥
官
の
未

亡
人
か
ら
、
元
帥
の
娘
伝
子
と
三
島
子
爵
の
息

子
弥
太
郎
と
の
結
婚
が
信
子
の
結
核
で
破
談
と

な
っ
た
話
を
開
い
て

「不
如
帰
」
を
吉
い
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
高
浜
虚
子
は
こ
の
小
説
を
読
ん

で、

「小
説
に
涙
を
洛
と
す
火
鉢
か
な
」
の
旬

を
手
紙
の
な
か
に
吉
い
て
作
者
に
送
り
ま
し
た
。

上／逗子海岸の磯辺•海中

に建つ「不如帰」の碑。下／

浪子不動。「不如居」の碑

を見下ろすように建つ堂宇

で、正式には白滝山忘養寺。
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横須賀池

鎌
倉
市

森戸神社o-
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小田和酒
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長沢j野比
京急長沢 0
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沖久井
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見桃寺 • "-:-― 

・, 向ヶ崎町
.,,..eo 

三崎漁港 城ヶ，島
• ・

城ヶ島灯台

逗子・岩殿寺の泉鏡花碑。
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三崎に移住した白秋が一時

暮らした見桃寺にある歌碑。
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―
◆
横
須
鉗
ゆ
か
り
の
作
家
と
作
品

芥
川
龍
之
介
は
東
大
英
文
科
を
卒
業
し
て
i

．

一
時、

海
軍
機
関
学
校
の
嘱
託
教9
Hと
し

~

や
す
さ
し

て
横
須
賀
に
勤
務
。
「保
占
の
手
根
」
な
ど

]

]
に
横
須
賀
時
代
の
描
写
が
。
他
に
、
宇
野

{

．

沿
二

「軍
港
行
進
曲
」、
牧
野
侶

一

「
緑
の
~

~

軍
港
」
な
ど。
戦
後
は
、
人
岡
昇
平
「
愛

~
゜
台灯

一 に
つ
い
て
」
、

一1
好
徹
「
光
と
影
」
、
山
口
蹄
i

「
血
族
」
な
ど
多
数
。

ふ

ん

さ

さ

か
◆
観
音
崎
札
＂

「
べに
椿
岬
の
山
に
う
づ
だ
か
し
路
よ
り
見~

ひ
ろ
し

え
ず
う
へ
の
灯
台
」
（
寛
）
、
「
灯
台
の
中
柱~

な

は
じ

撫
で
IJJ
心
へ
ら
く
岬
の
風
も
弾
く
に
た
ら
ん
」
i

(
a
n
n

子
）
な
ど
与
湖
野
窃

（鉄
粋
）
・
1
1呻
子

~

火
妾
を
は
じ
め
、
多
く
の
歌
人
、
俳
人
の
i

モ
チ
ー
フ
に
。
小
説
で
は
堀
川
袴
衛
の

一
゜
碑螂

．

秩
~

晶

~

寛

~

「燈
台
へ
」、

松
本
消
張
「球
形
の
荒
野
」
の
~

糾
台
に
。
観
音
崎
公
園

0
に
は
蒻
浜
虚
子

―

句
碑
、
西
脇
順
一
．郎
文
学
碑
。
浦
賀
泡
を
i

見
ド
ろ
す
愛
へ
小
山
公
園
に
も
、
鈍
．
晶
子
i

岱
~
歌
碑
0
が
あ
り
ま
す。

◆
牧
水
・
↑
豆
忍
子
歌
碑

「初
め
て
こ
の
漁
村
に
汽
船
か
ら
お
り
た
時
、~

私
は
実
際
椿
の
花
の
多
い
の
に
熟
い
た
。」

一

（若
山
牧
水
「
旅
と
ふ
る
郷
」
か
ら
）。

若
IJl
i

牧
水

(-
八
八
五
ー
．
九
一
八
）
は
、
大
正
i

四
年
．
「
月
か
ら

一
年
ト
カ
月
の
間
、
歌
人

一

で
も
あ
る
妻

・
喜
志
f

の
療
近
の
た
め
に

~

北
ド
浦
長
沢
を
訪
れ
、
「
砂
丘
」

「朝
の
歌
」
i

な
ど
を
創
作
し
て
い
ま
す
。
海
作
に
は
牧

[

水
の

「し
ら
烏
は
か
な
し
か
ら
ず
や
」
の

[

歌
碑
R
が
4

ソ
つ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
作
品
i

＇回
""．．B

早
く
か
ら
詩
オ
を
認
め
ら
れ
、
処
女
歌

集
盃
心
宗
門
」
の
成
功
で

＿
躍
詩
壇
の

寵
児
に
な
っ
た
北
原
白
秋
(
-
八
八
五

|

＿
九
四
二
）
は
、
写
頁
家
松
島
長
平

の
妻
俊
子
（
の
ち
に
白
秋
と
結
婚
）
と

の
恋
愛
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
傷
つ
き
、
大

正
二
年
五
月
か
ら
約
九
カ
月
、
三
崎
に

移
住
。
こ
の
間
作
っ
た
十

＿
冊
に
及
ぶ

き
ら

ら

創
作
ノ
ー
ト
か
ら
名
作
「
雲
母
集
」
が

編
ま
れ
、

「
城
ケ
豊
の
雨
」
が
誕
生
、

は
、
牧
水
の
1

・
ナ

一歳
の
時
の
も
の
。
北

下
浦
海
岸
の
歌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
剣
ケ
崎
」
は

「新
能
」
と
並
ぶ
立
原
正
秋

の
初
期
の
代
よ
作
。
人
正
十
冗
年
、
朝
鮮

鹿
尚
北
道
で
生
ま
れ
、
幼
い
頃
に
父
が
自

殺
。
そ
の
後
、
横
須
質
の
問
の
再
婚
先
で

少
年
期
を
過
ご
し
た
作
者
の
自
伝
的
作
品

で
、
姻
崎
0
が
舞
台
に
。
ま
た
、
総
111
に

別
荘
を
も
つ
曽
野
綾
了
の
作
品

（「神
の
汚

れ
た
手
」

「油
の
あ
る
町
」
な
ど
）
に
は
、

現
代
の
三
捕
半
島
の
素
顔
の
部
分
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

33 -'i前半応
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コラム＠名作の舞台裏

逗
子
、
葉
山

訳
詩
集

「月
下
の
．
群
」
で
知
ら
れ
る
詩

~

人
堀
n
大
學
(
-
八
九
二—

-
J
L八
．
）
は
、

~

昭
fll.i'五
年
、
四
十
七
歳
の
時
に
一
家
i

で
染
1
1
1
町
に
移
仕
。

近
く
の
森
戸
海
序
は

~

散
歩
コ
ー
ス
で
、
こ
こ
か
ら
眺
め
る
富

t

i

山
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
詩
作
し
て
い
ま
す
。
i

詩
集
「
夕
の
虹
」
「
月
か
げ
の
虹
」
「消
え
が

~

て
の
虹
」
な
ど
を
次
々
と
発
よ
。
自
ら

~

面
の
屋
t
A
」
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
森
~

い
神
社
〇
現
内
に
詩
碑
が。

~

◆

H
影
茶
屋

人
正
立
年
十

一
月
に
、
バ
ぷ
山
の
R

蔭

~

（
現・
U

影
）
茶
岸
®
に
滞
在
中
の
無
政
府

~

主
義
の
社
会
述
動
家
人
杉
栄
が
、
愛
人
の

{

神
坂
iii了
に
位
を
刺
さ
れ
、
負
偽
し
た
半
i

件
か

「日
炊
茶
犀
事
件
」
OElili
茶
屋
は
、

一

ひ

ざ

ん

川
上
盾
Ill
の

「ふ
と
こ
ろ
11記
」、
久
米
正

―

雄
の

「破
船
」
の
昇
台
に
も
。

i

◆
柳
屋
の
独
歩
と
俎
花

[

国
木
田
独
歩
は
佐
々
城
信
了
と
結
婚
し
、

~

明
治
•
|
八
年
じ
月
、
逗
了
の
旅
荘
・

~

柳
届
で
新
婚
生
活
を
始
め
ま
す
が
、
わ
ず

~

か
五
カ
月
で
破
局
。
そ
の
哀
相
は
日
記

・

「欺
か
ざ
る
の
記
」
に
。
そ
の
後
、
明
治
三

十
年
．
月
か
ら
は
徳
宮
悔
化
が
妻
愛
＋
と

滞
在
し
、
こ
の
時
、
同
術
の
福
家
安
＋
か

ら
間
い
た
話
を
も
と
に

「不
如
帰
」
を
執

筆
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。
柳
届
跡
に
は

独
歩
と
滋
化
の
文
学
碑
R
が
。
ま
た
、

「小

石
原
慎
太
郎
の

「太
脱
の
季
節
」
は
昭
和
三

十
一
年
に
芥
川
賞
を
受
賞
し
、
単
行
本
も
当
時

と
し
て
は
一
一
千
万
部
と
い
う
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
り
、
映
画
化
さ
れ
て
、
石
原
裕
次
郎
と
い

、
？
大
ス
タ
ー
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

無
名
の
学
生
作
家
の
作
品
が
社
会
現
象
と
し

て
騒
が
れ
た
の
は
、
「

H
本
文
学
史
上
空
前
」

の
出
来
事
と
い
わ
れ
ま
す
。

作
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
。
「こ

の
頃
よ
く
街
で
見
掛
け
る
一
群
の
者
年
の
言
行

を
胸
が
悪
く
な
る
ま
で
に
克
明
に
写
し
た
作
品

で
あ
る
。」
（吉
川
他

一
）
と
い
っ
た
否
定
派
と
、

「こ
の
二
三
年
間
に
現
れ
た
郊
い
作
家
の
中
で

も
際
立
っ
た
地
位
を
得
る
人
で
は
な
い
か
、
と

石
原
慎
太
郎
と
三
浦
・
湘
南
の
悔

◆
堀
11人

fltf
「栄
川
の
宮
士
山
」

思
う
。
」
（
伊
藤
整
と
い
立
見
疋
派
の
二
つ
に

割
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
両
派
と
も
に
、
問
題
に
し
た
の
は

い
ま
ど
き
の
若
者
風
俗
に
つ
い
て
の
新
鮮
さ
や

驚
き
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
作
者
の
意
図
は
、

び
人
・っ
ん

「価
値
棄
乱
者
」
と
し
て
の
荘
者
の
行
為
を
描

く
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
舞
台
と
し
て
必
要
だ

っ
た
の
が
湘
南
の
海
と
ヨ
ッ
ト
で
す
。
同
じ
頃

に
害
か
れ
た

「ョ
ッ
ト
と
少
年
」
や

「黒
い
水
」

は
、
海
に
対
す
る
作
者
の
悩
骰
や
、
海
を
モ
チ

ー
フ
に
し
て
性
と
死
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
林
た
い
子
賞
を
受
貸
し
た
「
生
燐
」

で
は
、
突
然
末
期
癌
を
｛
u
.告
さ
れ
た
男
の
壮
絶

葉山の日影茶屋。

こ

ぁ

じ
ろ

な
化
闘
の
舞
台
と
し
て
三
浦
市
の
小
網
代
泥
が

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
．ち
な
み
に
小
網
代
湾
は
、

作
者
が
ョ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
時
の
ホ
ー

ム
・
ポ
ー
ト
で
す
。

石
原
文
学
の
ラ
イ
ト
・
モ
チ
ー
フ
が
海
と
ヨ

ッ
ト
で
あ
り
、
作
品
の
多
く
が
三
浦
や
湘
南
を

舞
台
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
近
作

「弟
」
に
至

る
ま
で
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

麟ー
森
戸
海
岸
に
廷
つ
石

原
裕
次
郎
記
念
の
石

碑
と、

「太
陽
の
季
節
」

表
紙。

造
,
 

ー！ー・

泉
鏡
花
(
-
八
七
ニ
ー
一
九
r
-JL)
は
持
病

け

い

ざ

の
旅
義
の
た
め
に
神
楽
坂
の
芸
妓
桃
太
郎

“
ん
な

（「婦
系
図
」
の
お
店
の
モ
デ
ル
で
本
名
す
ゞ

）

が
ん
一ト
ん

じ

と
二
度
逗
了
に
滞
在
。
岩
殴
寺
R
の
観
斉し小
ん

咲
を
料
台
に
腐
界
の
世
界
を
描
い
た

「春

ち
＂

う

ご

こ
く

牛
か
た

昼
」「
在
昼
後
刻
」
を
、
秋
谷
の
長
者
館
を

燐
台
に
幻
想
諏
「
杓
r
迷
宮
」
を
執
箪
。
ま

た
、
す
ゞ
と
の
結
婚
を
反
対
し
て
い
た
師

届
崎
紅
薬
亡
き
あ
と
、
二
人
は
IE式
に
結

て
人

よ
っ

婚
し
、
こ
と
の
顛
末
を

「婦
系
図
」
に
祀
し
、

こ
れ
は
新
派
劇
の
「
湯
島
の
白
梅
」
に
な

h
ま
し
た
。

◆

石
殿
守
と
鏡
化

35 植 半島 コラム
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別
荘
地
と
療
姿
の
地

D 

同

ち

が

さ

さ

茅
ヶ
崎
に
は
国
道
一
・
1

四
号
線
か
ら
ち
ょ
っ

と
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、

「裸
の
王
様
」
で
芥
川

賞
作
家
と
な
っ
た
開
高
健
の
記
念
館
が
今
年
開

館
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
館
は
開
高
健
が
昭
和
四

十
九
年
ご
ろ
か
ら
仕
事
場
と
し
て
使
い
始
め
、

そ
の
後
、
家
族
た
ち
と
芦
令
ら
し
た
建
物
で
す
。

玄
関
脇
に
表
示
さ
れ
た

「悠
々
と
し
て
急
げ
」

の
文
字
が
印
象
的
で
す
。

さ

が
み

茅
ヶ
崎
の
海
岸
に
立
つ
と
相
模
湾
に
接
す
る

湘
南
の
市
や
町
が
見
渡
せ
ま
す
。
明
治
以
後
、

藤
沢
・
茅
ヶ
崎

・

平
塚
・
大
磯
・
ニ
宮

潮

風

ど

陽

光

に

包

ま

れ

た

海

辺

の

町

で
、

い
の
ら
を
見
つ
め
た
作
家
た
ち
。

に
の
み

や

小
田
原
．
―
-宮
・
大
磯
•

藤
沢
な
ど
は
別
荘
地

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
が
、
茅
ヶ
崎•
平
塚
は

療
婆
の
地
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

茅
ヶ
崎
に
は
最
盛
時
、
東
洋

ー
と
い
わ
れ
る

規
模
を
誇
っ
た
結
核
療
旋
所
・
南
湖
院
が
あ
り
、

国
木
田
独
歩
は
明
治
四
十
一
年
、
二
月
か
ら
六

月
ま
で
こ
こ
に
入
院
、
人
生
最
期
の
生
活
を
送

り
ま
し
た
。

さ
ょ
う・
1
ん
ど
う

平
塚
の
杏
裳
堂
病
院
結
核
療
登
所
は
南
湖
院

に
先
だ
っ
て
開
設
さ
れ
た
療
養
所
で
す
が
、
明

ち
ょ
ぎ
ゅ
う

治
の
文
学
者

・
高
山
樗
牛
が
入
院
し
た
の
は
明

治
一一
下
＇
五
年
|
月
で
す

。
同
年
十
―H
月、

三
十

白樺派の作家などが逗留した鵠沼海岸の

旅館・東家の跡。道路脇に記念碑力丘

開喬健は晩年の16年間、

茅ヶ崎に居住。今年4月

より、仕事場兼住居が記

念として公開。

□

湘
南
[

g
 

二
歳
で
病
没
し
ま
し
た
。
現
在
、
病
院
の
追
路

ど

-‘

に
而
し
た
土
堤
に
、
元
平
塚
市
長

・
戸
川
貞
雄

の
文
に
よ
る
碑
が
建
ち
、
副
碑
に
は
、
桔
牛
が

文
部
省
か
ら
美
学
研
究
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遊

学
を
命
ぜ
ら
れ
な
が
ら
病
に
罹
り
、
渡
欧
の
夢

を
果
た
せ
ず
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
明
治
文
坦
に
足
跡
を
残
し
た
樗
牛
の
小
説

「滝
17入
道
」
、
随
筆

「わ
が
袖
の
記
」
な
ど
は
、

今
で
も

一
部
の
愛
好
家
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
樗
牛
碑
の
隣
に
は
有
島
武
郎
夫
妻
ゆ
か

り
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

37ー 湘南 湘,ti 36 



大磯の旧島崎藤村邸「静の草屋」。

藤村は最晩年の2年半余りを執

箪活動のうちに過ごしました。

下は相模湾の風景（袖ヶ浦近く）。

大
磯
駅
を
出
る
と
右
手
に

「
海
内
第

一
避
暑

地
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
明
治
四
十

一
年、

H

木
新
聞
社
が
国
内
で
避
暑
地
百
選
の
全
国
投
票

を
努
っ
た
時
、
大
磯
が
第

一
位
に
選
ば
れ
た
の

を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
の
が
こ
の
碑
で
す
。

そ
9

大
磯
駅
か
ら
ILi束
海
逍
へ
出
る
小
路
の
傍
に

島
椅
藤
村
夫
妻
が
永
眠
す
る
地
福
寺
が
あ
り
ま

「涼
し
い
風
だ
ね
」

の
言
業
を
残
し
て

す
が
、
生
前
こ
の
寺
の
梅
を
愛
し
た
藤
村
に
ち

な
ん
で
、
有
島
生
馬
の
誼
に
よ
る

「島
崎
藤
村

墓
」
と
刻
ま
れ
た
墓
碑
の
上
に
、
梅
の
木
が
枝

を
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。

ILi束
海
道
を
小
田
原
方
而
へ
十
分
ほ
ど
歩
け

ば
裏
道
に
藤
村
が
晩
年
を
過
ご
し
た
家
が
あ
り

ま
す
。
藤
村
は
こ
の
家
で
大
作

「東
方
の
門
」

を
執
筆
中
倒
れ
ま
し
た
c

昭
和
十
八
年
夏

「涼

し
い
風
だ
ね
」
が
殻
後
の
言
葉
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
年
に
大
磯
に
転
居
し
て
き
た

38

た
か
た
た
も
っ

の
が
高
田
保
で
す
。

+Itj 

高
田
は
昭
和
―i
卜
四
年
か
ら
藤
村
邸
に
移
り
湘

ン
、

住
み
、
こ
こ
が
終
の
仕
み
か
と
な
り
ま
し
た
。

彼
の
名
著

「ブ
ラ
リ
ひ
ょ
う
た
ん
」
は
、
そ
の

大
部
分
が
藤
村
の
旧
居
で
吉
か
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
高
田
の
墓
は
、
相
模
の
海
を
見
は
る
か
す

大
磯
の
高
台
に
設
け
ら
れ
た
高
田
保
公
園
の
最

奥
に
あ
り
ま
す
。

右
／
平
塚
市
袖
ケ
浜
の
杏
雲
堂
病

院
脇
に
建
つ
高
山
樗
牛
碑
。
多
く

の
作
家
が
病
と
闘
い
、
文
学
作
品

の
モ
チ
ー
フ
に
も
な
り
ま
し
た
。

下
／
病
院
入
り
口
。
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杏
去
堂
病
院

＇ 

.,、
9

9

9

9

,

,`
 

9
9

.

 

本
文
中
の

O

ー0
の
所
在
地
は
概
略
図
を
参
照
。

湘
南
文
学
散
歩
案
内

贔
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~

明
治
．
子
―
ー
一
年
に
柚
浜
に
希
い
た
ラ
フ
カ

~
デ
イ
オ
・
ハ
ー
ン
（
の
ち
の
小
呆
八
雲
）

~
は
、

i
Lの
島
を
訪
れ
、
「
ま
さ
に
古
貝
の
都．

ペ
つ
け
ん

~
だ
」
と
「
日
本
瞥
見
記
」
で
絶
賛。
ま
た
、
一

」
尾
崎
紅
染
は
「
出
船
上
炉
附
稽
印
餡
廊
」

に
江
の
品
を
。
戦
後
の
江
の
烏
の
旅
館
に~

ー
出
稼
ぎ
に
米
た
番
頭
た
ち
の
生
態
を
ユ
ー

i

＂
ぷ
せ

2
す

し

・

＿

モ
ラ
ス
に
描
い
た
作
品
に
井
伏
鱒
二
の

~

-
「
駅
前
旅
館
」
が
あ
り
ま
す
。

ー
◆
給
消
悲
斤
と
束
犀

＜
＂
ん
ま

大
正
か
ら
昭
祁
に
か
け
て
、
苗
沼
の
旅

~

ぁ
す
9
ぷ

館
・
東
屈
（
東
家
）
に
、
武
者
小
路
実
篤
、

{
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9
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9

9

9

9

9

9
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明
治
二
十
九
年
に
平
塚
に
開
設
さ
れ
、
現
i

在
ま
で
約
百
年
の
歴
史
を
も
つ
病
院

0
。
}

[[lAllIl
樗
牛
や
有
烏
武
郎
の
妻
安
f
は
病
と

i

闘
い
、
こ
こ
で
死
去
。
病
院
脇
に
樗
牛
碑
i

ゆ

か
り

・

が
あ
り
、
左
手
に
は
有
島
武
郎
夫
妻
由
縁~

の
碑
が
。
ま
た
、
駅
近
く
の
公
園
に
は
、~

小
説
仕
立
て
の
料
理
読
本
「
食
道
楽
」
の

[

げ
ん
さ
い

著
、
村
几
弦
斎
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

~

な
か
U

◆
中
勘
助

「し
づ
か
な
流
」

r
•
じ

「銀
の
匙
」
の
約
者
、
中
勘
助
(
-
八
八
五

[

ー
一
九
六
五
）
は
大
正
十一
1
年
か
ら
八
年
間

-

平
塚
西
海
岸
に
居
住
し
、
こ
の
地
を
舞
台
i

に
随
箪
「
し
づ
か
な
流
」
を
執
竿
。

i

◆
咽
恥
g

し
ぎ
た
っ

「
心
な
き
身
に
も
哀
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫

4
>
~

◆
「
村
貝
の
都
」
江
の
島

志
賀
直
哉
、
宇
野
浩
二
、
芥
川
龍
之
介
ら

~

多
く
の
文
人
が
必
留
し
、

「鵠
沼
文
人
村
」
i

と
い
っ
た
趣
が
。
跡
地
に
表
示

0
の
み
。i

外
川
は
の
ち
に
「
鵠
沼
雑
記
」
を
執
箪
。

~

ぁ
S
・り

欝
ゆ
か
り
の
作
家
、
阿
部
昭
の
「
千
年
」

．

は
戦
後
の
変
わ
り
ゆ
く
鴻
沼
が
舞
台
。

i

◆
IFI南
湖
院

ふA-

.

f

t

.

 

1・

ヶ
崎
市
に
あ
っ

↑．． 

T

-
いご

虞i

>+[m
[

ら
が
入
院
し
、
逝
去
。
東
に
一
・
五
討
ほ
i

ど
離
れ
た
茅
ヶ
崎

iii営
球
場
の

t
手
に
、
i

国
木
川
独
歩
洞
碑
か
。

．

西
行
法
師
ゆ
かり
の
俳
包
涅
啜
·

眼
立
庵゚

~

き
わ沢
の
秋
の
夕
牡
」
と
西
行
法
帥
が
歌
を
詠
ん
i

だ
庵
と
い
わ
れ
る
、
わ
が
国
の
『
一
大
俳
句
逍

~

場
の
一
っ
◎

●
無
休
／
有
料
／
6
0
4
6

i

3
1
6
1
|
6
9
2
6
 

◆
IU島
綸
藤
村
邸

―

島
崎
藤
村
(
-
八
し
ニ
ー
一
九
四
「
一
）
は
、

[

「
破
成
」
「
夜
明
け
前
」
で
矧
ら
れ
る
作
家
。

~

晩
年
、
大
磯
に
居
住
。
同
町
束
小
磯
に
旧

~

店
R
が
あ
り
、
見
学
叫
●
月
耀
休
／
無
i

料
／
6
0
4
6
3
|
6
1
1
4
1
0
0
 

:
 

◆・げ
lnJ
田
保
公
園

削
作
家
の
為
田
似
(
-
八
九
五
ー
一
九
五
こ

~

は
、
籐
村
亡
き
後
の
家
に
仕
み
、
名
随
蛤
i

「プ
ラ
リ
ひ
ょ
う
た
ん
」
の
大
部
分
を
執
箋
~

「湘
南
涌
光
る
窓
」
は
、

〈「
悔
の
見
え
る
家

に
住
み
た
い
」
と
い
う
の
が
、
私
の
長
い

間
の
夢
で
あ
っ
た
〉
（
冒
頭
）
と
い
う
著
者

が
夢
を
か
な
え
て
、
茅
ヶ
崎
の
海
と
風
俗

に
つ
い
て
素
H

い
た
エ
ッ
セ
イ
集
。

◆
"矛
ヶ
崎
rlj開
高
健
品
念
館

た
＂
し

槻
紬
健
(
-
九一

10
ー
八
九
）
は
、
昭
利
四

十
九
年
よ
り
茅
ヶ
蛤
市
東
洵
岸
南
に
仕
事

場
を
設
け
、
移
仕
。
没
後
、
自
邸
が
記
念

館

0
に
゜
苫
斎
も
そ
の
ま
ま
で
、
自
竿
原

稲
や
愛
川
品
な
ど
を
殷
ホ
。
代
表
作
に

「パ
ニ
ッ
ク
」
「
輝
け
る
闇
」

「夏
の
闇
」
な

ど
。

●
合
・
士
•
H

と
祝
祭
日
開
館
／
熊

料
／
6
0
4
6
7
_
8
7_
0
5
6
7

死
後
、
坂
田
山
の
中
腹
に

自
分
の
名
を
冠
し
た
公
園

が
造
ら
れ
、
自
策
の
文
学

碑
0
が
建
っ
て
い
ま
す
。

徳
窪
蘇
峰
は
平
民

t
義
を
唱
え
た
思
想
家

で
、
作
家
・
徳
宦
慮
化
の
兄
。
代
表
作
を

は
じ
め
、
呻
追
品
、
蔵
朴
な
ど
約
一
．
万
点
を

収
蔵
、
屎
示

0
。
●
月
・水
・
金
開
館
／
有

料
／
6
0
4
6
31
7
)|
0
2
6
6

◆
「ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」
像

「ガ
ラ
ス
の
‘
？
さ
ぎ
」
は
、
無
名
の
主
婦
だ

っ
た
科
木
敏
f

が
過
酷
な
戦
争

体
験
を
つ
づ
っ

た
作
品
。
二
宮

駅
南
口
広
場
前

に
記
念
の
ブ
ロ

ン
ズ
像
R
が゚

◆
徳
宮
蘇
峰
記
令
術
5

高田保墓碑。隣に

文学碑が。
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大雄山荘。太宰治が疎開先の愛人・太田静子を訪ねた家。

F

0J 

宗
我
神
社
入
り
口
近
く
に
建
つ
尾
崎
＿
雄
碑
。
「虫
の

い
ろ
い
ろ
」
か
ら
富
士
山
の
眺
望
を
描
い
た
一
節
が
。

口
小
田
原

ご

て
ん

ば

こ

う

t
.

束
洵
道
線
を
国
府
沖
で
乗
り
換
え
て
御
殿
場
線
の

し

も

そ

が

最
初
の
駅
が
下
位
我
駅
で
す
。
歩
い
て
十
分
ほ
ど
、

城
前
寺
の
近
く
に

「斜
陽
」
の
舞
台
と
な
っ
た
大
雄

山
荘
が
あ
り
ま
す
c

太
宰
治
の
代
表
作
と
な
っ
た

「斜
腸
」
は
昭
和

一

十．

一年
、
太
宰
三
十
八
歳
の
時
、
大
雄
山
荘
に
太
用

静
子
を
訪
ね

一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
あ
と
、
田
中
英

光
が
疎
開
し
て
い
た
伊
豆
の
一
二
津
浜
へ
行
っ
て
吉
き

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は
雑
誌

「新
潮
」
に
連
載

さ
れ
、
同
年
十
二
月
、
単
行
本
と
な
り
ま
し
た
。

名
作
「
斜
陽
」
の
舞
台
と
な
っ
た
家

北
原
，
日
秋
、
谷
崎
潤
一
郎
、
太
宰
治
等
々
、

こ
こ
は
、
文
豪
た
ら
が

「青
春
」
を
過
ご
し
た
町
。

苦
我
の
梅
と
窟
士
を
愛
し
た
作
家

＿
斜
腸
」
の
登
場
人
物
、
直
治
に
は
肯
年
時
代
の
太

宰
の
姿
が
、
同
じ
く
上
原
に
は
壮
年
時
代
の
太
宰
の

姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
二
人

の
頼
り
な
い
男
に
決
別
し
、
自
ら
の
意
志
で
子
供
を

生
み
自
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
女
性
の
姿
を
描
い
た
、

こ
の
作
品
は
少
し
も
古
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「こ
い
し
い
ひ
と
の
子
を
生
み
、
育
て
る
事
が
、
私

の
道
徳
革
命
の
完
成
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
な
た

が
私
を
お
忘
れ
に
な
っ
て
も
、
ま
た
、
あ
な
た
が
、

お
洒
で
い
の
ち
を
お
無
く
し
に
な
っ
て
も
、
私
は
私

の
革
命
の
完
成
の
た
め
に
、
丈
夫
で
生
き
て
行
け
そ

う
で
す
。
」

「斜
陽
」
の
結
求
部
、
千
人
公
の
日
葉
が
女
性
の
強

靱
さ
を
強
調
し
て
印
象
的
で
す
。

尾
崎

一
雄
は
明
治
一
二
十
．

一年、

二．重
県
に
生
ま
れ
、

圃
四
|―

年
、
父
の
郷
里
の
小
田
原
dj曽
我
谷
津
に

帰
り
ま
す
。
神
奈
川
児
立
第
二
中
学
校

（現
在
の
小

田
原
高
校
）
を
卒
業
。
同
級
生
に
は
、
の
ち
政
治
家

の
河
野
一
郎
が
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
文
学
へ
志

し
、
昭
和
二
年、

早
稲
田
大
学
卒
業
。
父
没
後
の
生

活
は
貧
し
い
も
の
で
し
た
が
、
昭
和
ト一．
年
、
「
暢

気
眼
鏡
」
で
第
止
阿
芥
川
賞
を
受
賞
、
作
家
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
ま
す
。
病
気
の
た
め

一
時
は
危
険

な
状
態
に
な
り
ま
す
が
、
下
笞
我
の
現
境
に
助
け
ら

れ
た
の
か
健
康
を
阿
復
し
ま
す
。
昭
和
二
十
七
年
に

は
「
ま
ぽ
ろ
し
の
記
」
で
野
間
文
芸
賞
、

一二
十
九
年

43―4ヽW原 小IU原一 -42 



西海子通り一角にある白秋童謡館。大正13年に建てられた純和風の家屋。
北原白秋、谷崎潤一郎などが住んだ西海子通り（小路）。

右は、川崎長太郎が生まれ育った浜町の一角。

そ
の
周
辺

に
日
本
芸
術
院
会
貝
、
万
十
―-．
年
に
は
文
化
勲
序
を

受
け
ま
し
た
。
死
去
し
た
の
は
昭
和
五
|
八
年
三
月

で
す
。
宗
我
神
社
入
口
の
文
学
碑
は
、
八
十

一
歳
の

と
き
建
て
ら
れ
た
も
の
。
碑
文
は

「虫
の
い
ろ
い
ろ
」

の
一
節
で
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「古E
上
は
天
候
と
時
刻
と
に
よ
っ
て
身
じ
ま
ひ
を
い

ろ
い
ろ
に
す
る
。
晴
れ
た
日
中
の
そ
の
姿
は
平
凡
だ
。

真
夜
中
、
冴
え
渡
る
月
光
の
下
に
、
鈍
く
音
な
く
白

く
光
る
富
士
、
未
だ
星
の
光
が
残
る
空
に
、
頂
近
く

は
バ
ラ
色
、
胴
体
は
賠
紫
色
に
か
が
や
く
暁
方
の
畜

士
。」

さ

い

か

ち

西
海
子
通
り
と
、

小
田
原
城
の
箱
根
口
か
ら
悔
の
力
ヘ
入
っ
た
と
こ

ろ
に
西
海
子
通
り
と
い
う
桜
並
木
の
静
か
な
通
り
が

あ
り
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
は
別
荘
地
と
し
て
、

多
く
の
著
名
人
が
住
み
ま
し
た
。
瑞
抽
末
か
ら
明
治
時

代
を
通
し
て
活
躍
し
た
伯
爵
•
田
中
光
顕
も
こ
の
地

に
別
邸
を
建
て
ま
し
た
。
山
悔
＋
通
り
に
面
し
た
南

欧
風
の
洋
館
と
、
庭
を
問
に
し
て
後
方
に
建
つ
日
本

家
歴
が
そ
の
建
物
で
、
洋
館
は
現
在
、
小
田
原
文
学

館
と
な
っ
て
、
小
田
原
ゆ
か
り
の
文
学
者
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

H
本
家
屋
の
ガ
は
白
秋
童
謡
館
と
な
っ

て
北
原
白
秋
に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
e

白
秋
が
束
京
か
ら
小
田
原
に
移
っ
て
き
た
の
は
大

正
七
年
で
、
大
正
卜
五
年
、
東
京
へ
戻
る
ま
で
約
八

せ
い
し
ょ
う

年
間
を
こ
こ
西
湘
の
地
に
過
ご
し
ま
し
た
。
小
田
原

時
代
の
白
秋
は
彼
の
作
品
活
動
の
最
盛
期
で
、
当
時

作
討
さ
れ
た
・
2

里
謡
に
は

「か
ら
た
ち
の
花
」
「
こ
の

道
」
「ペ
チ
カ
」
等
々
の
名
作
が
あ
り
ま
す
。

文
学
館
周
辺
に
は
、
谷
崎
澗
．
郎
、

三
好
逹
治
、

（

に

お

ひ

で

じ

坂
口
安
吾
、
岸
出
国
士
、
北
条
秀
司
な
ど
が
居
住
。

45- ,J、Ill!以 小田）J；i 44 
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一
兵ノ

館

幸

学

館ば
一御

田
秋
小
白t
 

町

克祝
0

南

伶

小田原城趾公園

゜

相模涜

’
 

町
．

言
彗

星

誕

斎

碑

。

浜
•

町本

大
祈
七
年
三
月
に
北
原
n

秋
が
小
田
原
に

~

で
人
じ
9
．う
じ

移
住
。

伝
肇
寺
0
本
党
裏
の
藪
地
を
借
り

~

か

や

ふ

み
み
ず
く

て
茅
耳
き
の
家
（
「
木
兎
の
家
」）

を
造
り
、

一

JL
年
に
は
赤
い
凡
茸
き
の
洋
館
を
新
染
0

:
 

こ
の
間
、
二
度

H
の
妻
章
子
と
離
婚
し
、

一

大
正
卜
年
四
月
に
は
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
i

だ
っ
た
佐
Jft菊
＋
と
円
婚
。
よ
う
や
く
洛

―

。
[
 

嘩兎
．
木

ち
治
い
た
咎
ら
し
を
取
り
戻
し
、
創
作
面

[

で
も
童
謡
を
多
作
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
i

日
々
を
過
ご
し
ま
す
。

―

白
秋
の
枇
話
で
谷
崎
潤

一
郎
が
小
川
原
に

[

転
居
。
妾
千
代
を
め
ぐ
り
佐
藤
呑
夫
と
の

-

問
で
有
名
な

「小
川
原
事
件
」
が
起
こ
り

[

ま
す
（
コ
ラ
ム
参
照
）
。
そ
の
他
、
小
川
原

[

ゆ
か
り
の
作
家
・
詩
人
・
歌
人
に
、
坂
口

~

安
吾
、

一一
．
好
達
治
、

川
111順
、
測
作
家
の

一

北
条
秀
d
や
炸
川
国
士
な
ど
が
い
ま
す
。

~
頃代た小
に々北 Ill
束小
京 1
村原
l」透肝
に原
移落
谷人
町

ft」;̂  
゜を
-. ~ 
八 現

自務＋・
由め
J 
ハ浜

恰皇 1"阿
述系）L 1~ 
動゜四承
で幼ま
挫いはれ

・マ

＂
う

ら
い

折
し
た
あ
と
、
「
迷
莱
曲
」
な
ど
の
浪
没
的

~

な
作
品
を
発
表
し
ま
す
が
、
神
経
衰
弱
の~

た
め
二
ず
ハ
歳
で
死
去
。
浜
町
に
牛
誕
之

•

じ
ょ
う
し

地
碑
R
が
、
小
田
原
城
址
に
記
念
碑
0
が
i

あ
り
ま
す
。

◆
牧
野
侶

一
の
幻
想
世
界

牧
野
伍
一
（
＾
八
九
」
ハ
ー
一
九
一
パ
）
は
、

~

小
川
原
町
緑
（
現
・
栄
町
）
で
生
ま
れ
、

―

大
正
期
文
坦
に
デ
ピ
ュ
ー
。
小
田
原
の
田
i

園
風
談
を
5大
国
の
地
に
見
立
て
て
、
夢
と

~

幻
想
あ
ふ
れ
る
小
世
界
を
描
き
出
し
ま
し

~

た
。

「
ゼ
ー
ロ
ン」
「
鬼
涙
村
」
な
ど。
小
峰

~

排
水
地
東
R
に
文
学
碑
が
。

i

◆
尾
崎
-
雄
と
下
曽
我

~

尾
崎
一
雄
(
-
八
九
九
—
一
九
八
『一）
の
家

i

そ

9

は
代
々
ド
曽
我
の
宗
我
神
社
の
神
官
。
早

~

稲
田
大
学
在
学
巾
か
ら
文
学
に
打
ち
込
み
、~

昭
和
十

一
生
＇
に
「暢
気
眼
鏡
」
で
芥
川
伐

~

を
受
賞
a

し
か
し
、
体
を
こ
わ
し
て
焔
郷

{

♦
夭
折
の
夭
オ
・
北
村
透
谷

◆

太

危

「斜
陽
」
の
家

愛
人
太
田
神
子
が
疎
開
し
て
い
た
酋
我
谷

沖
の
大
雄
山
荘
に
太
宰
治
が
滞
在
し
、
こ

の
と
き
身
ご
も
っ
た

f
供
が
「
斜
陽
の

f
」

は
る

こ

と
い
わ
れ
た
太
田
治
子
。
太
宰
が
柚
f
の

Fl出
を
も
と
に
「
斜
陽
」
を
執
竿
し
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
田
原
出
身
の
作
家
た
ち

・

9

9

9

9
9
‘

,

‘

‘

,

‘

,

＇9
ヽ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

小田原文学館

小
田
原
文
学
館
／
白
秋
童
謡
館

江
戸
時
代
に
は
武
家
屋
敷
が
立
ち
並
ん

で
い
た
南
町
界
隈
。
中
で
も
多
く
の
文

士
た
ち
が
暮
ら
し
た
の
が
西
海
子
涌
り

周
辺
で
、
通
り
に
面
し
た
敷
地
内
に
小

田
原
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
の
文
学
資
料

を
展
示
す
る
小
田
原
文
学
館
と
白
秋
童

謡
館
0
が
あ
り
ま
す
。
和
洋
の
対
照
的

な
建
物
が
美
し
く
、
庭
園
も
趣
が
あ
り

ま
す
。

●
年
末
年
始
の
み
休
館
／
有

料
／
€
;
l
o

465_22

—

988

1 

（小
田
原
文
学
館
）

し
て
か
ら
は
、
自
宅
の
付
近
（
笞
我
谷
津
）

の
自
然
を
索
材
に
し
た
味
わ
い
深
い
作
品

を
執
窮
「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」「
ま
ぽ
ろ
し
の

祀
」
な
ど
。
宗
我
神
社
に
碑
が
。

t
3
2へ
ろ
＼

3

．こ・？り
'’̀
r

◆
川
崎
長
太
郎
と
抹
香
JlI

川
崎
長
太
郎

(
-
九
0
1
-八
五
）
は
、
小

田
版
町
ガ
年

（
現
・
浜
町
）
生
ま
れ
。
中

L
"
う
せ
"
'

学
中
退
後
、

t
京
し
て
徳
田
秋
声
門
下
に

な
り
、

「余
然
」
が
芥
川
賞
候
補
に
。
昭
利

+
―二
年
に
帰
郷
し
、
実
家
近
く
に
ト
タ
ン

作
り
の
物
箆
小
屋
を
建
て
、
以
後
．
下
＇
年

余
り
執
生
に
専
念
。
抹
香
町
の
女
性
た
ち

と
の
父
流
を
描
い
た
作
品
が
注
H
を
浴
び

ま
し
た
。
肘
仕
跡
に
小
展
跡
碑
R
が
あ
り
、

早
川
観
音

0
に
文
学
碑
が
あ
り
ま
す
。

跡

゜
痴

渥
．
 ノ

灼雄

嘩
麟

淮
川
碑

47 湘布
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囚

◆
北
原
白
秋
と
文
人
交
遊

◆
村
ル
弦
店

「店
迫
楽
」
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r
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,
•
9
9

9
9

9
9
9
9
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9
9

9

本
文
中
の

9
0の
所
在
地
は
概
略
図
を
参
照
。

,
'
~

＇

し

小
田
原
文
学
散
歩
案
内

．
 

•
9
999

9
9
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9
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999

999999999

9 

9

9
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9

9
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9
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ヽ
9
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9
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,
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・

・
・
・
・
・
・

・

・
'

•

••• 
,
 

•••• 

,
 

小
田
原
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

．． 

ヽ

叫
治
一
．
下
＇
五
年
、
村
井
弦
斎

(-
八
六
――-．

ー
一
九
一
．
七
）
は
、
西
捗
士
通
り
の

一
角
に
i

居
住
し
、
こ
こ
で
報
知
新
聞
で
の
述
叔

{

「
食
逍
楽
」
を
始
め
、

一
躍
打
名
に。

~
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□

真
鶴． 

真鶴岬には、真鶴の自然や景観を詠んだ

歌碑、句碑が数多く点在しています。

い
っ
ふ
く

一
幅
の
絵
の
よ
う
な
海
の
眺
め

湯
河
原

コラム••名作の冥台襄

谷
崎
潤
一
郎
が
妻
千
代
を
佐
藤
春
夫
に
譲
り

渡
す
と
い
う
出
来
事
は
、
大
正
・
昭
和
の
文
壇

ぃ
1
ど

史
を
彩
る
有
名
な
事
件
に
な
り
ま
し
た
。

事
の
起
こ
り
は
、
潤

一
郎
が
妻
の
妹
で
女
優

の
卵
だ
っ
た
石
川
せ
い
十
を
好
き
に
な
っ
た
こ

と
で
し
た
。

谷
崎
が
千
代
と
結
婚
し
た
の
は
大
正
万
年
。

翌
年
、
長
女
鮎
子
が
誕
生。

谷
崎
は
こ
の
頃
す

で
に
文
壇
の
仲
オ
と
し
て
―

H
置
か
れ
る
存
在

で
し
た
。
だ
が
、
二
人
の
結
婚
に
は
最
初
か
ら

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
谷
崎
は
、
千
代
の
姉
で

向
島
の
芸
者
だ
っ
た
初
子
に
描
れ
て
い
ま
し
た

が
、
な
ぜ
か
妹
の
千
代
と
結
婚
し
、
ま
も
な
く

千
代
の
妹
の
せ
い
子
を
好
き
に
な
り
ま
す
。
谷

文
壇
を
揺
る
が
し
た

「小
田
原
事
件
」

崎
は
千
代
を
鎌
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

て
い
し
＂
（

ん
が
、
貞
淑
で
お
と
な
し
い
千
代
が
も
の
た
り

ず
に
、
奔
放
で
妖
婦
型
の
せ
い
子
に
惹
か
れ
、

結
婚
を
考
又
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
抱
え
て
大
庄
八
年
十
二

月
に

一
家
は
小
田
原
に
転
居
c

そ
こ
で
、
当
時

た
び
た
び
谷
崎
家
を
訪
れ
て
い
た
佐
藤
春
夫
と

千
代
は
互
い
に
愛
情
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
を
知
っ
た
谷
崎
は
要
の
譲
渡
を
佐
藤
春
夫
に

申
し
込
み
、
佐
藤
も
こ
れ
を
快

i又
け
入
れ
ま

す
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
ま
と
ま
っ
た
話
で
し

た
が
、
谷
崎
と
の
結
婚
を
せ
い
子
が
拒
否
し
た

こ
と
か
ら
白
紙
撤
回
と
な
り
、
佐
藤
は
谷
崎
に

絶
交
宜
言
を
し
ま
す
。
こ
れ
が
「
小
田
原
事
件
」

万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
た
西
湘
の
楽
園
で
、

渓
流
沿
い
を
散
策
ー
、
文
学
ど
親
し
む
。

真
館
半
島
の
先
端
に
、

わ
が
立
て
る
爽
鶴
岬
が
二
つ
に
す
相
模
の
悔
と
伊

豆
の
白
波

と
刻
ま
れ
た
与
謝
野
晶
子
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

あ

る

が

つ
と
む

湯
河
原
に
は
地
元
の
実
業
家
・
有
賀
精
の
営
ん
で

い
た
山
荘
風
の
洒
落
た
旅
館
・
真
珠
荘
が
あ
り
、
宿

主
の
歓
待
を
得
て
、
あ
る
時
は
同
人
た
ち
と
、
ま
た

あ
る
時
は
夫
党
と
、
そ
し
て
あ
る
時
は
親
し
い
女
友

達
と
、
と
い
う
よ
う
に
し
ば
し
ば
真
鶴
や
湯
河
原
を

訪
れ
ま
し
た
。
真
珠
荘
の
庭
の
大
島
桜
は
品
子
が
特

と
呼
ば
れ
ま
す
。

結
局
、
谷
崎
と
佐
藤
が
和
解
し
、
春
夫
と
千

代
が
結
婚
す
る
の
は
十
年
後
の
昭
和
五
年
の
こ

と
。
谷
崎
は
、
こ
の
事
件
の
後
、
関
西
に
移
住

し
、
せ
い
子
を
モ
デ
ル
に

「痴
人
の
愛
」
の
執

筆
に
と
り
か
か
り
、
従
来
の
悪
腐
屯
義
的
な
作

風
を
脱
し
、
押
し
も
押
さ
れ
も
し
な
い
文
培
の

大
御
所
と
な
っ

て
ゆ
き
ま
す
。

に
愛
し
た
も
の
で
、
晶
子
の
死
後
、
そ
の
木
の
下
に

れ
ん

り

夫
寃
と
妻
晶
子
の
連
理
歌
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
o

光
り
つ
つ
沖
を
行
く
な
り
い
か
ば
か
り

た
の
し
き
夢
を
の
す
る
白
帆
ぞ
寛

吉
浜
の
真
珠
の
荘
の
山
ざ
く
ら

島
に
か
さ
な
り
海
に
の
る
か
な
晶
子

そ
の
真
珠
荘
跡
地
の
憐
に
あ
る
の
が
谷
崎
澗
一
郎

し
ょ
う
へ
さ

最
終
の
住
み
家
と
な
っ
た
湘
碧
山
房
で
す
。
現
在
は

あ
る
会
社
の
寮
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
玄
関
の
横
に

よ
し
し
げ

は
元
文
部
大
臣
・
安
部
能
成
の
筆
に
な
る
と
い
う

「洲
碧
山
房
」
の
額
が
懸
か
っ
て
い
ま
す
。
若
干
の

手
直
し
は
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
全
体
的
に
は

・
県
立
近
代
文
学
館
の

谷
崎
四
郎
コ
ー
ナ
ー

L

と
「痴
人
の
愛
」
箱
゜
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夏
目
漱
石
が
晩
年
、
二
度
ほ
ど
逗
留
し
た
天
野
屋
旅
館
（
現
・
湯
河
原
ゆ
か
り
の
美
術
館
）
の
前
に
架
か
る
橋
0

湯
河
原
は
多
く
の
文
人
墨
客
が
訪
れ
た
町
，
昔

な
が
ら
の
温
泉
町
の
風
情
が
残
っ
て
い
ま
す
。

上／湘碧山房。谷崎潤一郎のつい

の住処となった家。下／真珠荘跡

の与謝野寛・晶子の夫娼歌碑。

谷
崎
が
居
住
し
て
い
た
当
時
の
姿
を
保
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
、
南
急
斜
面
に
建
て
ら
れ
た
家
の
庭
か
ら
眺

め
る
山
湘
の
海
の
眺
め
は
．
幅
の
絵
を
見
る
よ
う
で

す
。

万
策
公
園
を
歩
く

＂
ぶ
つ
な

湯
河
原
温
泉
街
に
は
、
佐
佐
本
信
網
の
勧
め
と
指

導
助
言
を
受
け
て
、
地
元
の
人
た
ち
が
藤
木
川
と
f

と
せ歳
川
の
合
流
す
る
辺
り
の
傾
斜
地
に
作
っ
た
万
菓
公

園
が
あ
り
ま
す
。
公
園
入
り
口
近
く
に
は
与
謝
野

寃
・
品
子
夫
姉
歌
碑
が
あ
り
、

湯
ヶ
原
の
沃
谷
に
向
つ
た
時
は
／
さ
な
が
ら
竺
深

く
分
け
入
る
息
が
あ
っ
た

と
記
さ
れ
た
国
木
ffl独
歩
の
碑
も
あ
り
ま
す
。

千
歳
川
の
渓
流
沿
い
に
作
ら
れ
た

「文
学
の
小
径
」

に
は
、
湯
河
原
の
地
に
遊
び
、
思
索
し
、
あ
る
い
は

在
住
し
た
文
人
た
ち
の
歌
句
が
道
沿
い
に
掲
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

逍
ば
た
の
墓
な
っ
か
し
や
冬
の
梅
芥
川
龍
之
介

こ
の
句
は
、
芥
川
が
好
意
を
も
っ
た
未
亡
人
で
歌

人
の
片
山
広
子
へ
の
手
紙
の
中
に
書
か
れ
た
旬
で
す
。

湯
河
原
の
旅
館

・
中
西
樫
か
ら
出
状
さ
れ
ま
し
た
。

一
牛
一
瞬
に
去
来
す
も
ず
の
声
山
本
有
――.

山
本
布
：
1

は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
亡
く
な
っ
た
四

十
九
年
ま
で
の
約
二
十
年
余
り
、
湯
河
原
に
在
住
し

こ
の

え

ふ

み

1
ろ

ま
し
た
。
当
時
の
山
本
は
近
衛
文
麿
の
伝
記
執
筆
の

頃
で
、
こ
の
句
に
も
111本
の
近
衛
観
が
窺
え
ま
す
，

た
だ
ひ
と
り
湯
河
原
に
来
て
既
に
亡
き
独
歩
を
思

ふ

秋

の

夕

荘

れ

吉

井

勇

一
読
、
国
木
田
独
歩
の
追
慕
の
歌
と
分
か
り
ま
す
。

さ
か
の
"

藤
木
川
を
遡
る
と
、
麦
目
漱
石
の
最
後
の
作

「明

ぁ
i

"

賠
」
の
舞
台
と
な
っ
た
犬
野
屋
旅
館
が
c
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9
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'’
,＇

,＇,
．

「真
鶴
の
林
し
づ
か
に
海
の
色
の
さ
や
け
き
i

見
つ
ヽ
わ
が
心
消
し
」（
佐
佐
木
信
絹
歌
碑
、

．

琴
が
浜
海
岸O
）
「わ
が
立
て
る
臭
餞
岬
が
~

二
つ
に
す
相
模
の
海
と
伊
豆
の
白
波
」（与

~

謝
野
品
羞
碑
、
直
（
鶴
岬
〇
）

i

苔心山房

束
京
、
横
浜
、
小
田
原
、
関
西
、
伊
豆
な
i

ど
転
居
を
繰
り
返
し
た
谷
給
潤

一
郎
の
沿

．

晩
年
の
住
店

O
（昭
利
＝
下
＇
九
年
七
月
か

・

ら
翌
年
七
月
一―

-+
Hま
で
居
住
）。
上
口
浜
蓬
i

び
ら・
中
の
閥
台
に
建
ち
、
相
桜
湾
を

一
望
。
現
i

在
は
企
業
の
保
筏
所
と
し
て
利
用
。
こ
の

―

地
で
随
竿
「
七
十
九
歳
の
春
」
「
に
く
ま
れ

・

n」
な
ど
を
執
策
し
、
死
去
。

i

]
◆
貞
鶴
の
文
泣
f
碑

'・ 
真
鶴

.• 

、`
‘

「湯
ヶ
原
の
渓
谷
に
向
つ
た
時
は
／
さ
な
が

ら
芸
深
く
分
け
人
る
＂
心
が
あ
っ
た

」
（万
栄

公
園
内
に
建
つ
独
歩
の
碑
O
)

合
人
独
歩
婢

観
光
会
館
内
に
あ
り
、
湯
河
原
ゆ
か
り
の

文
士
た
ち
の
作
品
を
紹
介
0
。
会
館
前
に

ガ
葉
歌
碑
が
。
「足
柄
の
上
肥
の
河
内
に
lH

づ
る
湯
の
世
に
も
た
よ
ら
に
子
ろ
が
言
は

な
く
に
」
と
、
ガ
梨
集
の
中
で
た
だ
．
首
、

温
泉
が
湧
き
出
る
様
子
を
歌
っ
た
も
の
。

●
水
曜
休
館
／
無
料
／
6
0
4
6
5ー

6
2ー

3
7
6ー

”
放
ハ
ム
悧

r士
＂
＂
紐
示
室

本
文
中
の

0
1
0
の
所
在
地
は
概
略
図
を
参
照
。

ヽ
9
9

9

9

.

其
珠
荘
は
湘
到
山
房
の
隣
に
あ
っ
た
旅
荘
i

で
、
経
営
者
の
有
賀
枯
と
視
し
か
っ
た
与

―

謝
野
窃

・uaa
子
夫
妾
が
た
び
た
び
招
か
れ
、

[

歌
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
庭
の
大
島
桜
を

一

詠
ん
だ
品
子
の
歌
は
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て

↓

い
ま
す
。
現
在
は
跡
地
に
党
・
品
子
夫
婦

歌
碑
0
が
。

◆
湯
河
瓶
の
文
—
,
t
d

中
西
屋
は
、

PJJ治
半
ば
に
淵
業
。
回
木
田

↓

独
歩
、
志
賀
直
哉
、
芥
川
龍
之
介
か
ら
、

[

丹
羽
文
雄
や
里
見
悴
な
ど
多
く
の
文
十
が

-

逗
留
。
志
賀
は

「湯
ヶ
原
よ
り
」
を
ぷ
H

き、

に
ち
に
ら

丹
羽
は
「
U
々
の
背
伯
」
を
執
筆
。
現
在

は
廃
業
。
天
野
屋
旅
館
は
漱
石
の
「
明
暗
」

？
や
八
ム
園
・
各
千
9
小
と
心

ぁ
す
9
う
た

ガ
栄
集
の
東
歌
に
ち
な
ん
で
造
常
り
。
園

内
の
散
策
路

「文
学
の
小
道
」
に
は
、
湯

河
原
ゆ
か
り
の
文
人
た
ち
の
作
品
を
紹
介

し
た
碑
文
が
北
ん
で
い
ま
す
。

L

几珠翡

2
 
5
 

屎nf 

ひ
ゃっ

涵

に
登
場
す
る
旅
館
。
宇
野
浩
二
、
内
田
百

虹

測
、
幸
田
露
伴
、
吉
川
英
治
な
ど
も
逗
留
°
真

当
時
の
建
物
は
、
現
任

「湯
河
原
ゆ
か
り

の
美
術
館
」

0
に
。
ま
た
、
現
在
も
文
士

か

i

た

宿
と
し
て
名
高
い
奥
湯
河
原
の
加
満

IJIO

み
す
か
み
つ
と
か

は
、
小
林
秀
雄
や
水
t
勉
、
石
川
追
一
1

な

ど
の
常
宿
と
し
て
知
ら
れ
、
万
築
公
園
に

ほ
ど
近
い
伊
藤
屋

0
に
は
烏
崎
膝
村
が

「夜
明
け
前
」
の
執
泄
の
合
問
を
ぬ
っ
て
家

族
と
と
も
に
訪
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

門

西
村
京
太
郎
記
念
館

西
村
京
太
郎
は
「
十
津
川
警
部
シ
リ
—

ズ
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
ト
ラ
ベ
ル
・
ミ

ス
テ
リ
ー
の
第
＿
人
者
。
湯
河
原
の
気

候
風
土
に
ひ
か
れ
て
、
こ
の
地
に
移
住

し
、
終
の
住
処
と
定
め
た
の
を
き
っ
か

け
に
記
念
館

0
を
開
設
。
三
百
余
冊
に

及
ぶ
著
作
や
小
説
の
資
料
、
鉄
道
ジ
オ

ラ
マ
に
よ
る
殺
人
事
件
の
再
現
や
、
秘

蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
々
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
水
曜
休
館
／
有
料
／~
o

4
6
5
|
6
31
1
5
9
9
 

53- 只裕・ 湯河原

■鼠



コラム會名作の台

箱
根

一

． 
奮 呵暴珈

早川の渓流沿いに建つ環翠楼は、皇女和宮ゆかりの

宿。廷物は今年、国登録有形文化財に。

古
き
良
き
時
代
の
風
情
を
残
す
宿

県
丸
津
久
井
か
ら
大
和
・

厚
木
・
秦
野
へ
至
る
地
域

け
い
ベ
Je

「小
田
原
熱
海
間
に
、
軽
便
鉄
道
の
工
事
が
始

ま
っ
た
の
は
、
良
平
の
八
つ
の
年
だ
っ
た
こ

芥
川
龍
之
介
の

「ト
ロ
ッ
コ
」
の
冒
頭
の

一
節

で
す
。
ト
ロ
ッ
コ
と
は
士
を
運
ぶ
手
押
し
の
運

搬
車
の
こ
と
。
良
平
は
、
そ
の
工
事
を
何
疫
と

な
く
見
物
に
行
き
、

一
度
で
い
い
か
ら
ト
ロ
ッ

コ
に
乗
り
た
い
、
乗
れ
な
い
な
ら
、
せ
め
て
押

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
偶
然
に
も
そ
の

ど

こ
う

機
会
が
訪
れ
ま
す
。
芯
い
二
人
の
七
丁
が
乗
せ

て
く
れ
た
の
で
す
。
傾
斜
地
を
登
る
と
き
は
手

で
押
し
、
下
り
る
と
き
に
は
、
す
べ
る
よ
う
に

走
る
ト
ロ
ッ
コ
。
景
色
は
ど
ん
ど
ん
と
変
わ
り
、

い
つ
の
間
に
か
H
暮
れ
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

す
る
と
士
エ
か
ら
「
わ
れ
は
も
う
婦
ん
な
。
お

れ
た
ち
は
今
H
は
向
う
り
111り
だ
か
ら
」
と
突
き

離
さ
れ
、

良
平
は
見
知
ら
ぬ
町
で

一
人
取
り
残

さ
れ
る
不
安
に
襲
わ
れ
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
腹
を
空
か
し
、
泣
き
な
が
ら
帰

る
少
年
の
姿
を
、
作
者
は
止日
の
思
い
出
と
し
て

描
い
て
ゆ
き
ま
す
。
見
か
け
は
片
々
た
る
短
編

で
す
が
、
室
生
犀
星
は
、

「ト
ロ
ッ
コ
と
い
う

物
象
に
ま
つ
わ
る
記
憶
を
描
い
て
、
そ
れ
を

徐
々
に
人
生
の
象
徴
へ
と
も
っ
て
ゆ
き
、
最
後

に
現
布
の
心
境
に
仮
託
さ
せ
る
」
そ
の
見
事
な

手
腕
を
絶
賛
。

し
か
し
、
こ
の
小
説
に
描
か
れ
た
少
年
の
思

い
出
は
芥
川
白
身
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
湯
河
原
古
浜
出
身
の
力
石
平
蔵
と
い
う

芥
川
龍
之
介

「ト
ロ
ッ
コ
」
創
作
秘
話

作
家
志
望
の
音
年
が
古
い
た
習
作
を
、
芥
川
が

＃
き
直
し
て
発
表
し
た
も
の
。
芥
川
に
私
淑
し

て
い
た
力
石
で
し
た
が
、

「ト
ロ
ッ

コ
」
が
発

表
さ
れ
、
そ
の
あ
ま
り
の
評
判
の
よ
さ
に
、
が

っ
か
り
し
た
と
い
い
ま
す
。
も
は
や
、

「ト
ロ

ッ
コ
」
は
、
自
分
の
息
い
出
か
ら
離
れ
て
し
ま

っ
た
寂
し
さ
を
愁
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

い
っ
か
い

ち
な
み
に
「
f

塊
の
土
」
も
、
力
石
平
＂
威
が

素
材
を
提
供
し
た
作
品
で
し
た
。

「
物
語
」
が
生

i
れ
た
宿
に
泊
ま
り
、

古
き
良
き
時
代
ヘ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

よ
う
し
ょ
う

古
く
か
ら
西
と
束
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
箱

根
は
、
歴
史
小
説
や
時
代
小
説
の
舞
台
と
し
て
た
び

た
び
登
場
し
て
い
ま
す
C

「箱
根
の
険
を
越
え
、

一
挙
に
小
田
原
城
を
落
と
し

た
明
応
四
年

(-
四
九
万
）、
早
雲
六
十
四
歳
の
秋

で
あ
る
。」（
司
馬
遼
太
郎
「
箱
根
の
坂
」
よ
り
）

早
雲
は
小
田
原
城
奪
取
の
の
ち
、

二
十
数
年
後
に

世
を
去
り
、
湯
本
の
早
文
寺
に
祀
ら
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
人
る
と

「箱
根
七
湯
」
が
有
名
に
な

け
ん
か
く

り
ま
す
。
池
波
正
太
郎
の
「
剣
客
商
売
」
の
中
の

一

筒

「箱
根
細
己
は
塔
の
沢
が
舞
台
。
秋
山
大
治
郎

が
湯
本
を
訪
れ
る
シ
ー
ン
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「:
・;
．
湯
本
に
た
ち
な
ら
ぶ
湯
術
の
軒
先
を
す
ぎ
、

歩
み
を
す
す
め
る
う
ち
、
い
つ
の
間
に
か
れ
側
の
塔

の
峰
、

左
側
の
湯
坂
山
が
道
に
せ
ま
っ
て
、
ひ
ん
や

さ

ん

き

り
と
し
た
山
気
が
大
治
郎
の
汗
を
た
ち
ま
ち
吹
き
は

ら
っ
た
。」

ゅ

ば

な

こ

大
治
郎
は
山
間
の
湯
場
の
雰
囲
気
に
心
を
和
ま
せ

ま
す
が
、
こ
の
後
、

「箱
根
の
湿
泉
は
、
奈
良
時
代

の
万
葉
集
の
歌
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
ほ
ど
に
、
占
<

か
ら
矧
ら
れ
て
い
る
が
、
塔
の
沢
の
湯
は
汀
戸
時
代

初
期
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
こ
ろ
、
か
の
黄

人車鉄道・軽便鉄道の小田

原駅跡の石碑（国道1号線）。
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芦
ノ
湯
の
松
坂
屋
本
店
。
上
は
、
獅
子
文
六
の
逗
留
し

た
部
屋
。
こ
の
旅
館
を
モ
デ
ル
に

「箱
根
山
」
を
執
筆
。

右
は
、
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
文
学
碑
。

a星.. 
も
ん

み

と

み

つ

く

に

み
ん

―}
＜

門
・
水
戸
光
囮
が
明
国
か
ら
R
本
へ
帰
化
し
た
低
学

56

者

・
朱
舜
水
を
と
も
な
い
、
塔
の
沢
に
遊
ん
だ
・:

-
火

…
。」

と
、
作
者
は
箱
根
の
温
泉
史
を
さ
り
げ
な
く
県

紹
介
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
呻

ヵ

当
時
は
駕
能
か
徒
歩
で
箱
根
越
え
を
し
ま
し
た
°

明
治
に
な
る
と
馬
車
鉄
道
が
盛
ん
に
な
り
、
昭
和
に

入
る
と
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ
、
箱
根
は
観
光
地
と

ょ

ざ

し
て
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

獅
十
文
六
の

「箱
根
111」
で
は
、
観
光
開
発
に
揺

れ
る
老
舗
旅
館
や
新
興
勢
力
と
の
対
立
・
争
い
が
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
か
れ
ま
す
。

「箱
根
111の
交
通
が
、
山
カ
ゴ
と
人
力
車
だ
け
の
間

は
、
何
の
騒
ぎ
も
な
か
っ
た
C

道
が
開
け
、
ガ
ソ
リ

ン
の
に
お
い
が
し
始
め
て
か
ら
、

な
っ
た
。」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
箱
根
に
は
古
き
良
き
時
代
の
風
情
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
山
大
治
郎
の
よ
う
に
、
渓
流

沿
い
の
小
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ
と
百
年
も
昔
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
心
地
よ
い
錯
党

を
貨
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ン
カ
の
時
代
と

宮
士
屋
ホ
テ
ル
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
（
上
）
と
客
室
・
花
御
殿

（中）

と
外
観
（
下
）
。
池
波
正
太
郎
は

「匂
い
の
よ
い

＿
夜
」
の
中
で
、

「見
た

こ
と
も
な
い
皇
居
の
大
食
堂
の
よ
う
に
お
も
え
た
。」
と
記
し
、
花
御
殿
に

油
ま
れ
は
、

「昭
和
初
期
の
最
高
の
贅
沢
」
が
わ
か
る
だ
ろ
う
と
称
賛
。
料

理
は
池
波
正
太
郎
も
食
し
た
ホ
―プ
ル
自
慢
の
「
箱
根
虹
鱒
の
富
土
屋
風
」。
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脊
畠

中
村
雨
虹
の
「
水
辺
夕
暴
」
に
歌
わ
れ
た
相
模
川
。

小
田
急
線
本
厚
木
駅
の
近
く
に

「ゆ
う
や
け
こ
や

け
ビ
ル
」
と
い
、

2
石
の
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

う

こ
う

詩
人

・
中
村
雨
虹
の
居
仕
跡
で
す
。

雨
虹
は
明
治
]1

十
年
、
束
京
府
南
多
庶
郡
恩
ガ
村

に
生
ま
れ
、
東
京
府
立
青
由
師
範
学
校
を
出
た
あ
と

昭
和
元
年
末
に
現
在
の
厚
木
東
高
等
学
校
教
諭
と
な

り
ま
し
た
。
雨
虹
が
原
木
へ
来
た
こ
ろ
は
辺
り

一
帯

は
水
田
。
そ
ん
な
震
村
の
夕
暮
れ
の
風
景
か
ら

「タ

焼
小
焼
」
の
歌
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

で、～

厚
木
出
身
の
作
家
和
田
伝
の
文
学
碑
に
は
、

「風

か
た
つ
む
り

唄
つ
峠
路
に
蝸
牛
は
ひ
と
り
白
宴
と
語
る
／
尾
根
み

ち
は
の
ぼ
り
く
だ
り
ほ
そ
ほ
そ
と
果
て
な
く
つ
づ
く

が、

つ
ね
に
風
の
な
か
で
／
人
も
ひ
と
り
行
く
し
か

な
い
道
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に

も
か
つ
て
の
厚
木
の
典
村
風
娯
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

?
9ぐ
れ

は
"
」
"

歌
人
ふ
削
出
夕
暮
は
秦
野
rlj
の
出
身
で
す
C

明
治

末
期
に
は
、

若
山
牧
水
と
並
び
称
さ
れ
て
夕
禅

・
牧

水
時
代
と
い
わ
れ
、
歌
境
を
代
表
す
る
存
在
感
を
示

し
ま
し
た
。

夕
荘
の
死
後
、

秦
野
の
4
ん
だ
歌
人
と
し
て
評
価

す
る
市
民
の
声
が
結
実
し
、
昭
和
六
十
年
に
秦
野
市

立
凶
吉
館
内
に
夕
暮
記
念
室
が
で
き
、
夕
各
ゆ
か
り

の
小
学
校
や
高
等
学
校
に
歌
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

秦
野
裔
校
正
面
脇
の
碑
に
は
、

「ま
な
か
ひ
に
朝
の

富
上
あ
り
天
虫
を
つ
ら
ぬ
き
て
赤
く
そ
び
え
た
る
か

も
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ね

わ

県
北
で
は
、
富
用
常
雄
の

「姿
三
四
郎
」
の
舞
合

み
ね

と
な

っ
た
峯
の
薬
師
や
、
行
木
戌
の

「三
太
物
語
」

の
背
屎
を
な
す
遵
志
川
の
周
辺
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

県
央
ゆ
か
り
の
詩
人
・
歌
人
た
ち
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面，
区~-~傘桑唸李屯応~,,._._

萬翠楼福住の宣伝バンフレット（明治前期）。

萬戟梨員住所蔵・細恙騎雛餌雅。

LI本
で
棗
初
期
の
本
格
的
洋
風
ホ
テ
ル
〇
。

◆
宮
士
駐
ホ
テ
ル

・
ぷ
栄
楼
柑
止

し
て

「帰
郷
」
を
執
竿
゜

9

9

9

ヽ

9

9

,

―-‘. 

根

'

,
., 

ゲ
目

A

ヶネ

,．9
9

9

9

,

 

9

,

 

,．,＇
,
 

本
文
巾
の
●

1
0
の
所
在
地
は
概
略
図
を
参
照
。

・
県

央

文

学

散

歩

案

内

北
条
早
裳
の
＂
坦
命
に
よ
り

一代
氏
網
が
建

一

立
し
た
寺
院

0
で、

[

境
内
に
奎
町
時
代
の

一

↑
う

ざ

連
歌
師

・
宗
祇
の
句

．

あ
さ
ひ
と

碑
や
並
木
秋
人
歌
碑
、~

巌
谷
小
波
の
関
東
大

―

江
戸
時
代
初
期
創
業
の
名
舗
旅
館

0
。
現

―

在
の
建
物
は
明
治
七
年
か
ら
五
年
の
月
日
i

を
か
け
て
建
て
ら
れ
た
擬
洋
風
建
築
。
末

[

底
如
刷
「
平
軒
即
」
や
森
闘
外
「
粁
年
」

．

に
そ
の
名
が
出
て
き
ま
す
。

震
災
被
災
者
追
悼
句
碑
が
。
な
お
並
木
秋

―

人
は
、
早
芸
寺
坑
内
で
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
を

．

発
見
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

i

,
}こ

♦
I
眼
寺

鎌
倉
時
代
に
地
蔵
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
寺

院
0
で
、
箱
根
路
を
往
米
す
る
旅
人
の
安~

全
祈
願
で
栄
え
ま
し
た
。
境
内
に
芭
魚
旬~

の
他
、
一
1

基
の
句
碑
が
。

◆
大
町
桂
月

「箱
根
山
」

「
箱
根
に
遊
ぶ
こ
と
前
後
幾
十
百
回
な
る
を

・

知
ら
ず
」
と
、
箱
根
の
魅
力
を
伝
え
る
紀~

行
文
集
。
田
山
花
袋
の

「箱
根
紀
行
」
他、

[

明
治
か
ら
昭
利
期
に
か
け
て
は
多
く
の
文

一

人
が
箱
根
を
訪
れ
、
紀
行
文
、
短
歌
、
俳
i

句
を
残
し
て
い
ま
す
。

三
島
由
紀
夫
や
池
波
．
t
人
郎
を
は

一

じ
め
、
多
く
の
作
家
に
愛
さ
れ
て

．

き
ま
し
た
。

池
波
正
太
郎
(
-
九

~

三
ニ
ー
九
0
)
は
随
筆
楳
「
匂
い

．

の
よ
い

一
夜
」
に
ホ
テ
ル
で
の
思
い
出
を

―

綴
り
、
曽
野
綾
子
の

「遠
来
の
吝
た
ち
」

ー

の
舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。

一

◆
棗
應
醤
党

―

芦
之
湯
の
東
光
庵
〇
は
、
江
戸
時
代
の
文

・

化
文
政
期
に
栄
え
た
文
人
墨
客
の
サ
ロ
ン
。
i

湯
治
の
か
た
わ
ら
、
碁
や
将
棋
に
興
じ
、
句~

会
や
茶
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
一
1
年

に
約
百
二
十
年
ぶ
り
に
薬
師
堂
が
復
元
。

庭

~

L
'（
さ
ん

―

園
に
は
、
江
戸
時
代
の
狂
歌
師
・
太
田
蜀
山

―

人
狂
歌
碑
や
芭
魚
の
句
碑
、
国
学
者

・
賀
茂

一

を

ぶ
ち

真
甜
長
蒻
な
ど
が
。
翡
屈
腿
史
跡
。

~

●
松
坂
屋
旅
館
本
店
と
闘

fメ
六

江
．JI
時
代
か
ら
続
く
芦
之
湯
の
名
舗
旅
館
。
-

獅
子
文
パ
が
定
術
と
し
た
旅
館0
で
、
こ

~

．
 箱
根

．
 

•
1上
芸
ぷ

◆
き
の
く
に
や

か
い
と
う

江
戸
時
代
初
期
に
開
湯
し
た
元
湯
に
始
ま

か
ず
の
み
や

る
温
泉
宿
0
。
星
女
和
宮
終
焉
の
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
以
降
は
、
巌

谷
小
波
ほ
か
、
多
く
の
文
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

"＜

rル
，9

．7

◆
袖
仕
楼

福
沢
諭
吉
を
は

一
••• 

じ
め
、
川
端
康

一
ー
一

成
、
吉
川
英
治
、

[[

林
失
芙
＋
な
ど

-

じ
ょ
う
や
9
-

》

9

の
定
宿
0
に
。

大
佛
次
郎
は
昭

利
二
十
三
年
か

ら
平
年
間
辿
留

大
佛
次
郎
の
小
説
に
ち
な

ん
で
命
名
さ
れ
た
パ
ー
ル

ー
ム

「保郷」。

こ
を
モ
デ
ル
に
、
箱
根
の
観
光
開
発
を
め

ぐ
る
騒
動
を
描
い
た
「
箱
根
山
」
を
執
箪
゜

戦
時
ド
の
集
川
疎
開
体
験
を
描
い
た
黒
外

千
次
の

「
眠
れ
る
霧
に
」
の
諜
台
も
こ
の

旅
館
。
小
説
に
出
て
く
る
ド
イ
ツ
海
軍
乗

組
員
の
墓
が
、
東
光
庵
の
あ
る
裏
山
に
。

松
坂
届
本
店
と
並
ぶ
芦
＇
と
湯
の
老
舗
旅
館

0
で
、
志
似
直
哉
の

「
襖
」
の
舞
台
に
。

志
賀
は
「
大
沖
順
古
」
の
朽
訟
稲
も
こ
の
旅

館
で
苔
い
た
と

い
う
。
ま
た
、

作
曲
家
の
滝
廉

た

ろ

う

太
郎
は
、
療
義

の
た
め
に
逗
留

し、

「箱
根
八

里
」
の
想
を
練

っ
た
と
い
わ
れ
、

玄
閃
脇
に
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。

2
息

滝
廉
太
郎
「
箱
根
八
里
」

の
作
曲
之
碑
。

戸~]
置
'"9"'11'・- ---., 
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県立神奈川近代文学館のご案内

常設展示宰では〔神奈川の風光と文学〕を

テーマに、神奈川とゆかりの深い作家と作品

を、横浜、川崎、県央 ・媒西、 三捕・湘南、

鎌倉の5地域に分けて紹介しています。

作品が理解しやすいように、自玲原稿、創

作ノート、初版本などの資料に加え、パネル

や模型により立体的に屎示し、また、夏目漱

石の世斎を校した空間に、遣品や書画を常時、

展示しています。

●
加
藤
武
樟
と
城
山
町

県
央

展示館正面。

加
戯
武
雄

(
-
八
八
八
ー

一
九
万
六
）
は
、

津
久
井
・
城
山
の
宮
裕
な
農
家
の
生
ま
れ
。

~

「
聾
心
」

「悩
ま
し
き
呑
」
で
郷
土
の
牛
活
を

．

描
い
て
注
H
さ
れ
、
人
気
作
家
と
し
て
泊

躍
し
ま
し
た
。
城
111湖
畔
R
に
文
学
碑
が

あ
り
手
。

'

9
n木
戊
「
・
天
物
語
」

児
究
文
学
者

ふ
汀
人
伐

(-
八
九
七
ー
一
九

[

八
一
．
）
が
通
志
川
近
辺
の
山
村
を
舞
台
に、

索
朴
で
牛
き
牛
き
と
し
たf
i
J
t
た
ち
の
姿

~

を
描
い
た
作
品
で
、
昭
和
二
十
三
年
に
出

版
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
や
映
訓
に
も
な
i

り
、
人
気
を
柚
し
ま
し
た
。
行
木
が
通
志

川
で
釣
り
を
す
る
た
め
、
た
ぴ
た
び
滞
在

―

し
た
旅
館
が
一
1

太
旅
館
R
に
な
り
、
玄
関

脇
に
文
学
碑
が
。

夏目漱石の書斎を復

元するなど、楽しみ

ながら名作と親しめ

るように展示。

I. 」-
嗜

津
久
井
町
の
楽
師
山
頂
上
付
近
に
あ
る
峯
~

の
薬
師
〇
は
、
宮
田
常
雄
(
-
九
0
四

L
ハ

・

七
）
の
出
世
作
「
姿
一二
四
郎
」
の、

三
四

へ＂

か
さ

郎
と
宿
敵

・
柏
炉
鉄
心
と
が
決
闘
す
る
場
i

而
の
耕
台
（
作
品
で
は
峰
の
染
師
）
で
、

「
姿
．
「
四
郎
決
闘
の
場
」
の
碑
が
建
っ
て
い

．

ま
す
。

「姿
三
四
郎
決
闘
の
場」
の
碑
。

~

●
松
水
消
張
「
相
役
囚
愛
甲
郡
中
淮
村
」

．

松
本
消
張
(
-九
0
九

jL
-．）
が
、
明
治

初
期
に
関
西
を
中
心
に
起
こ
っ
た

「藤
田

―

-tの
槃
師

井上靖展 詩と物語の大河
～北国氷整敦燈しろばんば孔子～

10月4日（上）-ll月168(B) 
● 194!)(昭和24)年「猟銃」での作家デピュー。

翌1950年「闘牛」での外川伐受伐から、1991(平成3)年に

亡くなるまでの10年に及ぶ作家活動を中心に紹介します。

椎名誠（作家）凍った大地・砂の海
~JI: 上納文学の舞台を歩いてきて～

2003年10月11日（土）
開演●午後2時（開場午後1時30分） チケット●1000円（友の会800円）

神奈川近代文学館ミュージアムショップで販売。

県立神奈川近代文学館

〒231-0862 横浜市中区山手町110 含045-622-6666
ホームページet,ttp://www.kanabun.or.jp

休館日●月曜日、祝日の翌日（土・日は開館）入館料●大人250円、学生

150円 当館への最寄りの交通機関●〈横浜市営バス〉⑪桜木町駅～保士
ヶ谷駅または⑭横浜駅～桜木町駅～山手駅 いずれも港の見える丘公固

駅下車・徒歩3分〈JR根岸線〉石川町駅下車徒歩20分

七沢温泉玉JI!館

◆
中
村
雨
虹
と
相
撲
川

か
ん
さ
つ

組
贋
札
事
件
」
の
真
相
に
迫
っ
た
短
組
小

[

品
。
当
時
、
愛
川
町
に
あ
っ
た
古
い
上
蔵

．

で
ニ
セ
札
が
作
ら
れ
て
い
た
と
の
哨
が
た
i

ち
、
小
説
の
舞
台
に
。

l

夕
焼
小
焼
」
で
知
ら
れ
る
中
村
雨
虹
(
-

.

八
九
ヒ
ー
；
九
七
二
）
は
、
昭
利
元
年
に
原

木
に
移
仕
。
教
員
の
か
た
わ
ら
詩
作
に
う

[

ち
こ
み
、

「水
辺
夕
ro
京
」
な
ど
相
模
川
の
風

[

景
を
う
た
っ
た
代
表
作
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
七
沢
温
泉
上
川
館
R
に
は
、
旅
館
の
i

主
人
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
夕
焼
~

小
焼
」
の
碑
が
。
郷
上
の
作
家
・
利
田
伝

[

の
詩
碑
も
立
っ
て
い
ま
す
。
じ
川
館
に
は

前
川
夕
咎
（
．
八
八
一―
-|

―
九
五
．
）
は
、

秦
野
の
豪
農
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の

ち
に
自
山
往
短
歌
巡
動
の
巾
心
と
し
て
活

躍
。
幼
少
年
期
の
思
い
出
や
故
郷
の
風
景

を
詩
や
歌
に
詠
ん
で
い
ま
す
。
「ひ
ま
わ
り

は
金
の
池
を
身
に
あ
び
て
ゆ
ら
り
と
高
し

U
の
ち
い
さ
さ
よ
」
の
歌
碑
が
秦
野
市
・

大
根
小
学
校
0
に
。
ほ
か
に
秦
野
市
の
権

現
山
や
秦
野
高
校
に
も
歌
碑
が
。

♦
前
嬰
ド
と

9
森

肘
木
の
地

t
の
長
男
に
生
ま
れ
た
和
田
伝

（
一
九
0
0
ー
八
五
）
は
、
処
女
作

「山
の

奥
へ
」
を
は
じ
め
、

U
に
U
に
変
貌
す
る

店
村
の
生
活
を
描
い
た
作
家
。
代
表
作
の

「沃
上
」
は
、
原
木
の
股
地
を
舞
台
に
上
地

を
守
る
貧
し
い
農
民
の
姿
を
点
明
に
描
い

て
い
ま
す
。
原
木
市
水
引
に
文
学
碑
が
。

ょ

◆
和
川
伝
「
沃
上

ふ"̀
”

林
不
忘
や
山
本
周
五
郎
も
滞
在
。
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「マイウェイ」バックナンバーのご紹介

111111111ml 
1号 （平成元年3月） ●鎌倉の自然散策田村陰一さん

2号（平成元年10月） ●緑の小島江の島へ斎藤栄さん

3号（平成2年3月）●真鶴、湯河原岬と湯の旅小林久三さん

4号（乎成2年9月） ●多摩の里から大山へ岡本喜八さん

5号（平成3年2月） ●西湘早春の旅桐島洋子さん

6号（平成3年9月）●西丹沢周遊、ハイキングといで湯の旅美坂哲男さん

7号（平成4年3月） ●葉山、油壺、城ヶ島の旅堀口すみれ子さん
8号（平成4年10月） ●相模原、飯山観音の旅金子辰雄さん

9号（平成5年3月） ●きらめく風に誘われて鎌倉散歩山内芙郷さん

10号（平成5年6月） ●金沢八景遊歩

11号（平成5年8月） ●箱根秋色散歩

12号（平成5年12月） ●中川ー政の美の世界に遊ぷ

13号（平成6年3月） ●のんびりゆったり湘南美術散歩

14号（平成6年6月） ●南武線みちくさ紀行

15号 （平成6年9月）●南足柄いにしえロマン探訪

16号（平成6年12月） ●茅ヶ崎＆藤沢 日だまり散歩

17号 （平成7年2月） ●小田原城下町紀行

18号 （平成7年7月）●相模湖周辺谷間のいで湯と里山歩き

19号 （平成7年10月） ●松竹大船撮影所物語

20号（平成7年12月） ●三崎マグロ物語

21号 （平成8年3月）●日本民家園物語

22号 （平成8年6月） ●箱根の宿物語

23号 （平成8年9月） ●相模人形芝居物語

24号 （平成8年12月） ●横浜市場物語

25号 （平成9年3月） ●かながわ桜物語
26号（平成9年6月） ●かながわガーデニング物語

27号 （平成 9年9 月 ） ●古寺物語~孫賀·三浦一
28号（平成9年12月）●かながわ野菜物語

29号（平成10年3月） ●かながわ晨村歌舞伎物語

30号（平成10年6月）●かながわ地酒物語

31号（平成10年9月） ●かながわ陶芸物語

32号（平成10年12月）●相模湾さかな物語

33号（平成11年3月） ●鎌倉「家」物語

34号（平成11年6月） ●「丹沢の森」物語

35号（平成11年9月） ●藤沢今昔物語

36号（平成11年12月） ●小坪地魚物語

37号（平成12年3月）●かながわパラ物語

38号（平成12年6月）●足柄お茶物語

39号（平成12年9月） ●かながわの東海道物語

40号 （平成12年12月）●湯河原まち物語

41号（平成13年3月）●かながわ図書館物語

42号（平成13年6月）●かながわ「水の道」物語

43号（平成13年9月）●川崎果樹物語

44号（平成13年12月）●鎌倉切通物語

45号（平成14年3月）●かながわ森林公園物語

46号（平成14年6月）●かながわ私設t割確名物語
47号 （平成14年9月）●横浜瓶店街物語

48号（平成14年12月）●かながわ梅物語

49号（平成15年3月）●かながわ河川水辺物語
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はまぎん産業文化振興財団のご紹介

当財団は、昭:fll/や,-三年に横浜銀行の創立七十）封年記念事業の一環

として設立された財団法人です。 光業と文化のl•~ilfliか ら地域の皆さま

の生活の充実と向上に窃与することを消的として、つぎの事業活動を

おこなっております。

ー、巾小企業青年従業者の海外派逍

神奈川県と共催して、「中小企業技術者等悔外派遣団」 （昭和四 1五年IJH

始）と 「i箇業従業者海外派造団」（平成元年開始）を欧州各国への視察

研修に派造しております。この派迫には八百名を超える青年従業者が

参/Jllしております。

広い年齢屑の方々からご愛説をいた

だいております。なお、「マイウェイ」

は、横浜銀行の各支店や神余川県内

の行政機関に配付しております。

二、自主催市の開催

1号-3号

「はまぎんホール ヴィアマーレ」におきまして、講演会や演奏会等を

i'催しております。平成十五年度は、「文化講演会」、「はまぎん寄席」、
「ファミリー・ クラシック・コンサート」の開催を予定しております。

四、文化・スポーツ振興への助成

芙術や文学の受伐者への褒賞贈星、 距餡行動への支援、心身防密児者

スポーツ大会への参加費や成人式祝い品の贈晶など各種市業や活動へ

の助成・ 支援を実施しております。

五、 「はまぎんホール ヴィアマー レ」の貸館運‘蒋

「はまぎんホール ヴィアマーレ」を皆さまの研修会、演奏会、講演会

など様々な催しの会場として、ご提供 (,fi料 ）をしております。
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年金

〈
は
ま
ぎ
ん
〉
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
年
金
」
軍
話
相
談
サ
ー
ビ
ス

（無
料
）
の
ご
案
内

年
金
制
度
や
年
金
訥
求
の
手
続
き
方
法
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
疑
問
に
何
で
も
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
年
金
に
関
連
し
た
一
屈
用
保
険
制
度
、

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や

「年
金
教
至
」
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●

〈
は
ま
ぎ
ん
〉
年
金
デ
ス
ク

フ
リ

ー
ダ

イ
ヤ

ル

ミ

｀`
｀

ョ

リ

パ

ン

ク

-
g
0
1
2
 o
(
3
3
4
)
0
8
9
 

●
相
談
受

H
R
銀
行
窓
目
営
業

H

●
相
談
受
付
時
圃

9
時

i
17時

-----ホール

〈
マ
イ
ウ
ェ
イ
50
号
発

f
記
念
文
化
講
演
会
〉

荻
野
ア
ン
ナ
講
演
会

「や
っ
パ
リ

日
時
●
2
0

0

 
3
年
1
1
月
30
日
（日
）
開
演
14
時

（開
場
13
時
30分
）

講
演
時
間
約
90分

会
場
●
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ

主
催
●
財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
回
協
賛
こ
横
浜
銀
行

入
場
料
●
無
料
[
全
席
自
由
]
※
末
就
学
児
章
は
ご
遠
慮

vだ
さ
兄

申
込
方
法
●
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
職
業

・
年
齢

・
電
話
番
号
を
記
入
の
上

は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
「
や
っ
パ
リ
ヨ
コ
ハ
マ
」
係
り

（
住
所
左
記
）

ま
で
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
往
復
ハ
ガ
キ
1
枚
で
2
名
ま
で
の

申
し
込
み
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
締
切
●
11月
4
日
（
火
）
消
印
右
枯
～

お
問
い
合
わ
せ
●
財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団

-T
2
2
0
1
8
6
1
1

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
1
1
ー
1

6
0
4
5
_
2
2
5
1
2
1
7
1
 

6
0
4
5ー

2
2
5
1
2
1
7
3

一
口
に

「文
学
」
と
山
し
ま
し
て
も
、
皆
さ

ま
方
そ
れ
ぞ
れ
が
深
い
思
い
を
お
持
ち
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
「
文
学
」
に
つ
い
て
、
広
辞
苑

を
紐
解
き
ま
す
と
、
「
想
像
の
力
を
借
り
、
言
語

に
よ
っ
て
外
界
お
よ
び
内
界
を
表
現
す
る
芸
術

作
品
。
す
な
わ
ち
詞
歌
、
小
説
、
物
諮
、
戯
曲
、

評
論
、
随
箪
な
ど
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
記
念
号
で
は
、
幅
広
い
文
学
の
ジ
ャ

ン
ル
の
中
か
ら
、
主
に
明
治
以
降
の
小
説
・
詩

歌
を
中
心
に
、
県
内
各
地
に
残
る
文
学
作
品
や

作
者
の
足
跡
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
散
策

あ
わ

を
も
併
せ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
構
成

い
た
し
ま
し
た
。

編
集
に
当
た
り
ま
し
て
、

神
奈
川
を
舞
台
に

し
て
創
作
さ
れ
た
夕
裟
体
な
作
品
数
に
圧
倒
さ
れ
、

文
学
の
宝
荊
と
し
て
の
神
奈
川
を
つ
く
づ
く
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
私
た
ち
の

ョ
コ
ハ
マ
」

＠
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
,
1
ーー

（横浜
銀
行
本
店
1
階
）

電
話
●
0
4
5
(2
2
5)2
1
7
3

交
通
●
桜
木
町
駅
〔J
R
線
・
東
急
東
横
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
線〕

下車、

「動
く
歩
道
利
尾
」
5
分

http://w
w
w
.y
o
k
o
h
a
m
a
 ,
 
v
i
a
m
a
r
e
.or
.jp/
 

※
「マ
イ
ウ
ェ
イ
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
は

info◎
 y
o
k
o
h
a
m
a
 ,
 
v
i
a
m
a
r
e
.o
r.jp
ま
で

ぉ
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
品

ふ
る
さ
レ
一

故
郷
が
多
種
多
彩
な
文
化
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な

あ
か
し

土
填
に
あ
る
こ
と
の
証
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

な
に
ぶ
ん
に
も
誌
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
ご
満
足
い
た
だ
け
な
い
と
こ
ろ
も

多
々
あ
る
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
記
念
号

が
神
奈
川
の
文
学
へ
の
ご
案
内
の
書
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
、
ご
愛
用
い
た
だ
け
得
る

な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
記
念
号
の
藍
修
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
神
奈
川
近
代
文
学
館、

ご
執
箪
い
た
だ
い
た
山
川
彰
氏
、
仲
川
与
志
氏
、

国"A 

貴
煎
な
資
料
の
ご
提
供
な
ど
、
発
fljに
多
大
な

編

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

5

方
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

＿
ぷ

な
お
、
次
号

「か
な
が
わ
精
進
科
則
物
語
」
柑金

は
、
来
春
刊
行
の
予
定
で
す
。
引
き
続
き
ご
愛
年

読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長

消
水
照
雄
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おぎの• あんな•作家、慶應義塾大学文学部教
授（仏文）。 横浜生まれ。 慶應義塾大学大学院

終了後、‘ノルボンヌ大学でt恵士号を取得。その
後小説を右き始め、 1991年「背負い水」で芥川

賞受賞。2002年読売文学賞受賞。執筆活動の

他、テレビラジオにも出演。 代表作に 「ア

イ・ ラブ・安吾」「ホラ吹きアンリの冒険」など。
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